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滋賀県教育委員会では活力のある県民社会、生きがいのある生活を築

くための一つとして、文化的な環境づ くりにとりくんでいます。そうし

た中で文化財の保存と活用を図る施策は、重要な課題となっております。

先人の遺 してくれた文化財は、現代を生きる我々のみならず子々孫々

にいたる貴重な宝でもあります。このような文化遺産を後世に引き継い

でいくためには、広 く国民の方々の文化財に対する深い御理解と御協力

を得なければなりません。

ここに、一般県道荒見上野近江八幡線特殊改良第 1種工事に伴 う事前

発掘調査の成果を取りまとめましたので、御高覧のうえ今後の埋蔵文化

財保護の御理解に役だてていただければ幸いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施に御理解と御協力を項きました、地元

の芳々並びに関係機関に対して厚 く感謝の意を表します。

昭和62年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 飯田志農夫
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本調査報告は、滋賀県の実施する県道荒見 。上野 。近江八幡線特殊改良工事に伴 う発掘

調査の成果をまとめたものである。この県道における埋蔵文化財調査は昭和58年に始まり

昭和61年度の4年間をかけて行った。当初この地には周知の追跡は存在しないと考えられ

ていたが、その後の試掘調査で弥生時代の終 りから古墳時代の初頭にかけてと、平安時代

初めの集落跡が存在することが確認された。これらの文化財は文化財保護法に基づき笠原

南追跡として登録され、工事着手の前に追跡の保護策を講じる為に、記録保存として発掘

調査調査を実施 した。そして、昭和62年度にこれらの成果をまとめるために整理調査を実

施 したものである。

調査においては、草津土木事務所や調査に携わって頂いた笠原町の方々に多大の協力を

賜った。記して感謝の意を表したい。 (木戸 )

Ⅱ 遺跡の位置と環境
笠原南追跡の所在する守山市笠原町・荒見町は守山市の北西、野洲川南流の南側に位置

の低湿地に位置する。地形的にみると御在所山を水源とする野洲川によって運ばれてきた

土砂によって形成された三角州状の扇状地に存在している。現在野洲川は南流と北流の二

本に分れているが、かつても位置をかえふたつの大きな河道が存在していたといわれてお

りそれ以外にも中小無数の分流が走っていたといわれている。守山市域の追跡群は、これ

らの川が形成 した微高地上にすべて立地しており、追跡はその川とともに放射状に分布し

ている。なかでも特に守山市衡から金ケ森を経て山賀へぬける境川は旧野洲郡と栗太郡を

分けるもので、この両側の微高地には連綿と遺跡が連なっておりそれらのことが顕著に認

められる。笠原南追跡もこのような遺跡群のひとつであると考えられる。

ここで笠原南遺跡の周辺に存在する遺跡を少し年代を追って概観しておく。

守山市域では現在のところ旧石器時代の追物は発見されていはい。現在のところ、この

地の最古の追跡は琵琶湖総合開発に伴 う発掘調査で明らかとなつた赤野井追跡の縄文早期

の土器を含む層であるが、確実に集落跡と判断されるものはまだ発見されるにいたってい

ない。確実な集落跡が発見されているのは縄文時代中期のものからである。しかしながら、

その数は多くはない。縄文時代も晩期になつてようやくその数は増えるようである。次の

時代の弥生時代はこれに反し、農耕を生活の基盤とするためであるのかこの沖積平野に爆

“　
」めは
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発的に集落が営まれるようになりその数が増える。弥生時代前期の集落は稲作とともに淀

川水系を耳し上してきたためか、琵琶湖を取り巻 くように湖岸沿いに広がっている。

近年発見されている追跡としては小津浜遺跡c赤野井遺跡、赤野井浜遺跡、寺中遺跡、

服部遺跡などがある。特に小津浜追跡では約 G L8&η m位あたりの水面下で居住していた確

実な跡が発見されている。中期以降はこれらの集落を個々の母体としながら枝別れするよう

に内陸部へとはいりこみ多くの集落群を形成するにいたつている。各時期をとおして存在

していた服部追跡は、その集落の規模や新庄から発見された複数埋納 された銅鐸から考え

ても当時の拠点的集落であつたと考えられる。しかしながら、古墳時代にはいると初頭あ

たりから吉身北遺跡、吉南遺跡、森ナII原遺跡等のように早い時期より掘立柱建物で構成さ

れる集落が営まれながらも前期の大規模な古墳群は発見されていず、古墳時代以降は時代

の舞台は現在の野州あたりでその範囲を広げるものと考えられる。奈良時代に入ると欲

賀寺や益寺のような寺院の建立や官衡的性格を持つと考えられる赤野井追跡、川田追跡、

西川原追跡等のような遺跡がこのあたりでは営まれている。しかし、この時代の集落跡は

全体的にみればやや少ないように考えられる。これらの地で爆発的に集落の増加が認めら

れるのは11世糸己代から始まるものでおおよそ信長によリー向衆が攻め滅ぼされるころまで

連綿と営まれる。

笠原南追跡もこのような環境と歴史のなかの同じような遺跡のひとつとして考えられる

わけである。 (木戸)
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1 笠原南追跡
5 寺中追跡
9 吉身中遺跡
13 三宅北追跡
17 弘前追跡
21 杉江北追跡
25 吉身商追跡

2 服部遺跡
6 石田造跡
10 金森東追跡
14 石田三宅追跡
18 赤野井浜遺跡
22 森川原遺跡
26 吉地薬師堂遺跡

川中遣跡

播磨追跡

金森遺跡

狐塚追跡

赤野井湾追跡

欲賀寺追跡

西河原森ノ内遺跡

観音寺追跡

播磨田東遺跡

金ヶ森西追跡

赤野井遺跡

小津浜遺跡

吉身北追跡

3

7

11

15

10

23

27

第 1図 周辺遺跡分布図
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Ⅲ 調査の経緯と経過
事業対象地域であった守山市笠原町地先 (町道笠原バス停地点)か ら荒見町地先 (琵琶

湖大橋取付け道路荒見交差点)迄の区間には、事業策定当初周知の追跡は存在していなか

つた。しかしながら、計画道路全線の延長が10kmと 長くて広範囲な地域にあたるため、県

土本部道路課との協議による協力のもと、不時発見による緊急調査という事態を回避する

ために年度ごとの事業実施区間に合せて年度の当初もしくは前年度に各々の区間の試掘調

査を事前に実施 して遺跡の有無を確認したうえで、随時発掘調査を実施 し遺跡の保護策を

講じていくこととした。

昭和58年度は、道路センター杭No 7+80～ No 8+80ま での区間の事業計画がおこなわれ

道路課より確認調査の依頼を受けて、県教育委員会が調査主体となつて試掘調査を実施 し

た。調査の結果、古代野洲川の河川敷きと考えられる砂利層の拡がりを確認したが、遺跡

は存在しないこと力ΨJ明 した。

昭和59年度は、道路センター杭No 2+20～ No 7+60区間の事業計画がおこなわれ昭和59

年 9月 18日付け滋草土第3029号で草津土木事務所長より確認調査の依頼を受け、県土本部

道路課の再配室により昭和59年 11月 20日 ～昭和60年 3月 30日 の期間と650,000円の経費で

県教育委員会が調査主体となり財団法人滋賀県文化財保護協会を調査機関として調査を実

施した。調査の結果、道路センター杭No 2+20～ No 3+20ま での区間においては遺跡は認

められなかったが、道路センター杭No 3+30～ No 6+20の 区間で弥生時代の終 りから古

墳時代初頭にかけての土器を出土した遺構群を検出した。この区間の埋蔵文化財の取り扱

いについては道路課との協議により、当該年度の工事実施は行わないこととなつたため次

年度に発掘調査を実施することとなつた。

昭和60年度は、道路センター杭NoO.0～ No 2+20区間とNo 3+30～ No 6+20の 区間の調

査を、昭和60年 8月 17日 付け滋草土第2456号で草津土木事務所長より発掘調査の依頼を受

け県土本部道路課の再配当により昭和60年 10月 1日 ～昭和61年 3月 31日 の期間と12,405,0

00円の経費で県教育委員会が調査主体となり財団法人滋賀県文化財保護協会を調査機関と

して調査を実施 した。途中、作付けの調整の結果、調査不可能となつた部分を昭和61年 1

月16日付けで調査面積を3190ド から2420ド に、調査予算を12,405,000円 から■,011,000円

に各々変更した。結果は後述のとおりである。なお、試掘調査の結果発見されたNo l+40

～No 2+20の 区間の埋蔵文化財の取り扱いについては道路課との協議により当該年度の工
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事実施は行わないことになったので次年度に発掘調査を実施することとなった。

昭和61年度は、道路センターNo l+40～ No 2+20の区間とNo 5+50～ No 6+20の区間の

調査を昭和61年 9月 12日付け滋草土第3065号で草津土木事務所長より依頼を受け、県土木

部道路課の再配当により昭和61年 9月 24日 ～昭和62年 3月 31日 の期間と8,690,000円 の経

費で県教育委員会が調査主体となり財団法人滋賀県文化財保護協会を調査期間として調査

を実施 した。途中、調査の内容により、追跡が当初の予想よりも拡がることが確認され、

No 6+20～ 40(420ぽ )と No 6+20～ 40(280ド )の区間の調査延長が必要となり昭和62年

2月 13日付けで内容変更協議をおこなった。また、この部分の調査においては特に歴史上

重要であると考えられる遺構と遺物が確認されたため道路課の協力を得て昭和61年12月 9

日に記者発表による資料提供を実施 した。

昭和62年 2月 27日 の終了引き渡しと伴に現地での笠原南追跡の金調査は終了した。

(木戸)

調査の方法

発掘調査の方法は全ての年において、試掘調査の結果明らかになつた区間を発掘調査の

対象地とし、道路計画線のセンターの杭を基拳にとって道路幅員の14mの幅で長さ10～20

mの (当該地は非常に湧水が激しく大規模な面積の調査に耐えないため♪調査用 トレンチ

を設定し順次 1か ら番号を付して調査を実施した。

調査は最初の発掘調査用のバックホーにより表土の除去を行い、遺構面に達した段階で

人力による遺構面の調査を行い、遺構を検出したうえで掘削を行なった。そして、それら

の調査の結果を写真撮影 (一部アドバルーンによる)と図面による図化によって記録保存

を計った。

調査終了後は再びバックホーによる埋戻しを行い、水田用の排水と畦、田道を人力によ

り復旧し引き渡した。 (木戸)
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Ⅳ 調査の結果

〔昭和oO年度発掘調査分〕

1 第 1ト レンチ

第 1調査区は道路センター杭No 3+30か らNo 3+80の 間にトレンチを設定した。この調

査区はおもに中世～近世の濤と弥生時代末から古墳時代前期の濤と土羨、柱穴で構成され

ていた。また、金調査区のうちこの調査区のみ追構面が2面で構成されていた。以下にお

もな遺構と遺物の説明をする。

(1)遺 構 :第 1面 (第 4図 )

溝

調査区全域で東西濤 3条、南北濤 3条の計 6条の濤を検出した。

SD-1

調査区のやや西側よりを南北に走る濤で、調査区のほぼ真ん中あたりで突き当たる。幅

約 lm前後で深さ約20cmの もので圧面はU字形を呈してぃた。埋土は茶褐色砂質土であっ

た。この濤は一貫 してほぼ全調査区の中を南北に流れるもので出土遺物より中世末から近

世末まで存続 していたものであると考えられる。現況においてもちょうどこの濤の上に当

たる位置には、水田の区画を形成している畦畔道の側濤が存在するところであり、ここよ

り現在の水田地害」りの起源を知ることができる。

SD-2

調査区のほぼ中央を東西方向に走る濤である。幅は約70cm余 りで深 さ20cmであった。濤

はSX-1を 切っており、東イ貝」は切断されているが西側は トレンチ外に続 く。断面はU字

形を呈 している。埋土はマンガンを合んだ暗褐灰色粘質土である。

SD-3

調査区の中央やや北よりを東西に走る濤である。幅は約50c皿～ lmで深 さ30cmで あった

濤は SD-1に 切られ SD-4、 SK-7を 切っており調査区の東側で L字に曲がり両側

は トレンチ外に伸びる。また、コーナーの部分から枝別れして曲がりながら西に伸び行き

止まる。

SD-4

南北に走る濤で SD-3に よって切られている。埋土は暗茶褐色砂質土であった。
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SD-5

調査区の中央を東西に走る溝で西は行 く止まり東は トレンチ外に伸びる。埋土は暗灰色

砂質であつた。

SD-6

調査区の南端を東西に流れる濤で幅は3m以上あり北岸が検出された。深さは約範cmで

ある。この濤の埋土より宋銭を中心とする銭が出土 していることから鎌倉後期から室町時

代のものとかんがえられる。またこの上面には現在も水田を区切る畦畔沿に側濤が走って

おりその成立時期がこれよりわかる。

土 壊

SK-1

SX-2を 切るような形で存在するもので東西約 2m南耳ヒ約 3m、 深 さ約25cmを計るほ

ぼ楕円形の上羨である。内部には暗褐灰色粘質上が堆積 していた。

SK-2

円形のものと考えられるがSD-4に 切 られているため径約 lmの半円形を呈する。内

部 には暗茶褐色砂質土が堆積 していた。

霞1妻
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鵞
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喫
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ｄ
組
К
聖
　
○

|

第 3図 第 1

0                           2m

トレンチ SK-3平 面 。断面図
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SK-3(第 3図 )

調査区のほぼ中央部に位置し、直径約25m、 深さ約5Clcmの 円形を呈するものである。内

部にはC形の段を持ち、 5層 からなる埋土がレンズ状に堆積していた。

SK-7 ´

L字 に曲がる不整形の土猿で西 Iよ トレンチ外に伸び SD-1や SD-3に より切られて
いる柱穴状遺構。

SP-1～ 15

何れかの時代における何れかの建物の柱穴を構成するものと考えられるが、調査区の制

約上建物を構成出来なかった柱穴群である。P-2、 11、 13は SX-1を切りP-11は P―
2に切られる。P-4は P-3を 切り、P-14は P-15を 切っている。
その他遺構

SX-1、 2

調査区の中央から南に大きく広がる不整形の土羨である。

(2)遺 構 :第 2面 (第 5図 )

濤

下層においては東西方向の濤を2条、南耳と方向の濤を3条検出した。

SD-7、 8

No 3+40地点の調査区の東イ買」に位置するもので、二股にひらくもので東側はトレンチ外

に伸び西側はいきどまる。切合い関係はわからない。埋土は各々SD-7は 暗青灰色粘泥、
SD-8は 暗灰褐色粘泥であった。

SD-9、 10、 11

ほぼ中央に位置するもので長楕円形のものが対になるようによりそう。埋土はぃずれも

暗灰褐色粘泥であった。

土 羨

SK-4、  5、 6

何れも不整形の上羨であり西イ民」がトレンチ外に伸びる。

柱穴状遺構

SP-16～ 35

いずれも建物を構成することはできなかった柱穴群である。         (本 戸)
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(3)出土遺物 :古代以前

包合層 (第 6図 )

逐肇I(13、 1⇒

13は斜め上方に立ち上がった後に上へ立ち上がり端部を横へつまみ出した口縁をもっも

ので内面はヘラ削りである。14は段をもって斜め上方に立ち上がり、端部を横につまみ出

すものである。

器台A(16)

ラッパ状に開く受け部をもち、受部は貫通するものである。受部の内、外面はヘラミガ

キされている。また受部の端部は上方へつまみあげられている。

壷 (17、 18)

いずれもやや上げ底の壺の底部である。

SD-3(第 6図 )

甕 I(1)

頸都より斜め外方に立ち上がった後に上方に立ち上がり端部を横につまみだして面をも

たせる。胴部外面はハケロ、内面はヘラ削りを施す。

SD-10(第 6図 )

甕C(2)

ほぼ直線的に外方に開き、端部を丸く収める日縁をもつものである。

SD―■ (第 6図 )

警31(3)

口縁部は斜め外方に立ち上がった後にゆるく立ち上がり、端部を斜め上方に少しつまみ

だす。胴部の外面にはハケロの後に肩部にヘラ状工具により2条、断続的な直線紋が施さ

れている。また、内面には指によリナデ痕をのこしている。

SK-1(第 6図 )

甕 I(9～■)

9は斜め上方に立ち上がった後上方へ立ち上がって、端部を斜め上方へつまみだす口縁

部をもつものである。10の口縁部も9と 同様である。11の口縁部は横に開かせ、そこから

強くナデを施すことにより上方に立ちあがらせて端面に凹を形成させた口縁部をもつもの

-15-



である。

器台A(12)

受部の端部を上方へつまみ上げるもので、受部は貫通している。また、受部外面にはヘ

ラ状の工具で面取りを行なっている。

SX-1(第 6図 )

甕 I(4、 5)

4は日縁部が外湾して斜め上方に立ち上べった後に強い稜をもたせ上方に立ち上がり、

横ナデすることにより端部は横につまみだされる。内面はヘラ削りである。 5は斜め上方

に立ち上がった後、なだらかに上方に立ち上がり、端部は斜め上方につまみだされる日縁

を持つ。

小型重 (6)

底部のみの破片で、内外面ともに指頭圧痕が残る。底部は平底で外面の一部には黒斑が

ついている。

器台 (7)

杯部で段をなしてタト方へ開き、端部は上へ少しつまみあげる。端部付近の内面には 6条

で 1単位の櫛描波状紋が 2条施されている。

SX-2(第 6図 )

甕C(8)

外方に伸びる口縁をもつものである。 (森 )
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第7図 銅製鉾帯実側図

(4)遺 物 :古代以降

包合層 (第 8図 )

金属器

帯金具 (586)

縦 3 cm、 横3,3cmの方形に近い横長の巡方である。中央下部に横1,7cm、 縦0,6cmの 腰飾

腰飾等の垂飾を垂下させるための長方形孔があけられている。裏面の四方には皮留の鋲跡

がある。材質は銅製であるが表面に黒漆の痕跡が認められる。型式は〔平城宮A―Ⅲ― a〕

と同等のもので 〔平城宮SD-650〕 にみられるものであると考えられる。「衣服令」|こ よれ

ば黒漆を塗った鳥油腰帯は朝服では六位～初位、尉・志 。兵衛・主帥、制服では無位官人

が鮪めることになっている。平城宮の分類によると、大きさからこれは8位のものに当た

る。これを所有していたのは出土地点より約100m南の『越殿』の墨書土器を出土 した建

物跡に住む住人であったと考えられるが、『日本後紀』延歴15年 12月 辛西条にもあるよう

に銅製のものは剣げ易く落とし易かったからであろう。

県下出土の帯金具一覧

番 号 遺 跡 名 所 在 形  状 賦 材 質 文献

１

　
　
２

　
　
３

　
　
４

　
　
５

錦 織遺跡

大 伴追跡

柱木原追跡

桂木原遺跡

南滋賀追跡

大津市

大津市

大津市

大津市

大津市

巡方

巡方

巡方

丸輌

丸輌

奈良

奈良

奈良

奈良

石

石

石

石

銅

未報告

柱木原発掘調査報告

未報告
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11

12

13

14

SD-5(第 7図 )

陶 器

信楽焼壺 (354、 355〉

何れも信楽焼の底部と考えられる。丁寧なロ

クロ横なでによって成形されている。

SD-6(第 7図 )

黒色系土師質土器椀 (353)

肥厚し屈曲する国縁部を持つものである。

貨 幣 (第 8、 9、 10図 )

全部で24点の銭が出土してぃる。重なつた

ひと塊として出土してぃる状況から推測して

紐通しされていたものと考えられる。

24点のうち北宋のものが16点、南唐のもの

が́ 2点、明のものが5点、不明 1点 と宋 。明

貿易によってわが国にもたらされたものであ

ると考えられる。残 りのよいものも中にはあ

るが全体に磨耗したものが多い。 (本戸)

奈良

未報告

未報告

彦根市埋文報告 8

(鍍金 )

守山市文化財報告22

服部遺跡調査概報

中主町文化財報告 9

未報告

未報告

県ぽ報告 XⅡ -8

&m

第 8図 第 1ト レンチ SD-5、 6出土遺物

６

７

８

９

１０

横尾山遺跡

浮御堂遺跡

品井戸遺跡

金森東遺跡

中 島追跡

服 部追跡

手 原追跡

西河原追跡

野 瀬追跡

狐 塚遺跡

永 田追跡

大津市

大津市堅田

彦根市西今町

守山市金森町

守山市三宅町

守山市服部町

栗東町手原

中主町西河原

蒲生町宮井

近江町高濤

高島町永田

巡方

巡方

丸輛 3点

餃具

丸輛 2点

巡方

丸輛

丸輛

丸輌

餃 1丸 1

巡方 2

奈良

6C

平安

平安

奈良

奈良

奈良

銅

石

石

銅

銅

銅

銅

石

石

石

銅

５

　

　

６
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第10図 第 1ト レンチSD-6出 土銅銭
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番号 出土地点 名  称 初 鋳 年 代 年 代 重量
(9)
材 質

1 元裕通費 北宋元裕 8年 1093 3.69 銅

3.31

元豊通賓 北宋元豊 2年 1078 3,39

4 8.45

3.41

2.14

7 永楽通費 明永楽 4年 1368 3。 44

8 3.52

9 3。 42

3.38

3.53

開元通費 南唐即位 4年 (?) 2,95

皇宋通費 北宋賓元 2年 1039 2.70

4.03

3.36

3,03

3.01

天薦通費 北宋天穏 2年 1018 3.53

政和通賓 北宋政和元年 3.01

3.55

熙寧元賀 北宋サ熙寧元年 1068 5,03

22 治平元賀 】ヒ宋治平元年 1064 3.29

23 嘉裕通賀 北宋嘉裕 2年 1057 2.90

24 開元通費 南唐即位 4年 (?) 966 2.86

第■図  出土銅銭一覧表
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2.第 2ト レンチ

第 2調査区は第 6調査区と第 3調査区の間、道路センター杭No.4か ら4+20の 間にトレ

ンチを設定 した。この調査区では遺構は全く確認することはできなかった。地盤は非常に

粘質力の強い灰青色の粘土であった。

3.第 3ト レンチ

第 3調査区は道路センター杭No.4+20か ら4+60の 間にトレンチを設定 した。この調査

区は地山は非常に軟弱で湧水がひどいところであり調査に難渋 したが、弥生時代末から古

墳時代前期の追構によって構成されていた。以下におもな遺構の遺物の説明をくわえる。

(1)遺 構 (第 12図 )

堀立柱建物

SB-1

調査区のほぼ中央西側に位置する建物で、建物の規膜 は 2間 × 2間 (P-21～ 26)で構成

されている。

SB-2

調査区の北西端に位置する建物で、建物の規模は 1間 × 2間 (P-16～ 20)で構成されて

いる。

SB-3

調査区のほぼ中央に位置する建物で、建物の規模は 1間 × 1間(P-7、 6、 27、 28)で

構成される。

濤

調査区全域で東西濤 3条、′南北濤 2条の計 5条 の濤を検出した。

SD-1

全調査区を一貫して南北に流れる溝で調査区のほぼ中央から始まり第 4ト レンチにつなが

っている。これは現在の畦畔道沿いに走る水路にだぶるもので、出土遺物より中世末から

近世末まで存続していたものと考えられる。

SD-2

調査区の北を東西に走る濤である。幅は約20clnである。途中をSD-1に 切られているが

東端はいきどまり西端はやや北に曲がりながらトレンチ外に伸びる。埋土は暗黒褐色粘土

―-23-―



であった。

SD-3

調査区のほぼ中央を東から南にL字 に走る濤である。幅は20cllaか ら lmで南端はいきど

まり、東端はトレンチ外に続く。

SD-4

調査区の南西を南北に走る溝で北に行くほど先細 りになっている。埋土は淡灰褐色粘土

であった。

SD-5

調査区のほぼ中央を南北に走る濤で 3m程検出した。北端はいきどまり、南端は トレン

チ外につながっている。埋土は淡黒掲免粘土であった。

土 羨

土羨は全てで 5基を検出した。以下に説明をくわえる。

SK-1

調査区の北端に位置するもので第 4調査区にまたがっているもので、東西 4mを測 り不

定形を呈する。

SK-2

SD-2と SK-1と の間に位置するもので、径 lmを測る円形のもので、深さは40cm

であった。

SK-3

調査区の北東に位置するもので、径 lmの円形を呈するものと考えられるが半分がトレ

ンチ外にてでいる。

SK-4

調査区の北側に位置するもので、径 3mの円形を呈するものであるがそのほとんどをS

D-1に よって切断されている。

SK-5

SD-4の 東側に位置する。幅50cla、 長さ 2mの長方形を呈するものである。

柱穴状遺構

この調査区においては全部で75の柱穴が確認されているが、明確に建物を構成 している

柱穴以外のものについても列をなすものも含まれており、何れの時代になんらかの理由の

もとに掘りこまれたものであることは確実であると考えられる。       (木 戸 )
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(2).:追物

包合層出土 (第 14図 )

甕E(37〉

口縁部は短く外方にのび、端部は少し上につまみ上げる。日縁部と胴部は内外面ともナ

デている。

重A(36)            十

頸部から斜め上方に立ち上がり、稜をつまみだした後にさらに外反 し立ち上がる二重口

縁の壷である。

石製品

砥石 (A〉

長さ12.5× 4.5 cmの もので、非常によく使用されており、中央部は磨滅により内湾する

ように窪んでいる。                  ヽ

SD-3(第 13図 )i

甕 C(21)

日縁部 1喜ゆるく外反してのびており、端面には凹がある。口縁部と胴部のつなぎは厚く

なており、ナデて接合されている。胴部の外面はハケロが施され、内面はヘラ削りが施さ

れている。

甕 I(19、 20、 22)

19は回縁部が斜め上方に立ち上がりその後ゆるやかに立ち上がるのもので、端部は外傾

している。20は内湾して立ち上がり端部を横に強くつまみ出している。23は斜め上方に立

ち上がった日縁をそ?ま ま上方に立ち上がらせでヽ 端部を斜め上方にっまみだしているも

のである。

観 (24)

底部破片で、斜め上方に穿孔されている。

SK‐ 2

壷 C(26)

ややタト反しながら上方に立ち上がり、端部を丸く収める由.縁をもつもので胴部は卵形で

底部は平坦である。日縁部は内外面とも横ナデで胴部の外面は縦方向のハケ、内面の上半

部は横方向の下半部は斜め方向のヘラ削りを施している。また、日縁部と胴部の境には接
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憔苺

第13図  第 3ト レンチ出土遺物実側図
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合痕が見られる。

甕 (27、 28、 29〉

27は短く斜め上方へ開く口縁部をもち、胴部内面は横方向の
ハケロを施している。外面

は全体にナデている。28は底部である。外面には底部整形時の指おさえの痕がみられる。

29は短く斜め上方に開く口縁をもち、端部に面をもつ。口縁郡外面は縦方向
のハケ、内面

はナデている。なお、胴部外面には煤が付着している。

SK-3(第 14図 )

壷A(30)

斜め上方に開いた後に、稜をもって強く外反する■重口縁の重である。

壺 (31)

壷の底部でヽ円形で平坦を呈する。

SK-4

甕 I.(32)

斜め上方に立ち上がった後に上へ立ち上がり、ナデることによって端部を
つまみだして

いる口縁をもつものである。

小型丸底壺 (33)

口縁はほぼ直線的に外方にのび、体部は破損しているが、小さくつくと考えられる。口

縁部径を大きく凌ぐ。外面には煤が付着している。

SP-5

壷A(34)

頸部から真横にのびた後に、外反しながら立ち上がる二重口縁の重である。口縁郡端面

外面と稜部には横方向のヘラミガキが施され、日縁部内面及び頸部内外面には横方向の
ヘ

(森 )ラミガキが施されている。
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第14図  第 3ト レンチ出土造物実側図
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4.第 4ト レンチ

第 4調査区は道路センター械肺.4+60か らNo.4+90の間にトレンチを設定 した。この調

査区はおもに掘立柱建物と濤で構成された古墳時代前期の集落跡が検出された。以下にお

もな遺構と遺物の説明をくわえる。

(1)遺 構 (第 18図 )

掘立柱建物

調査区の全般にわたって多数の柱穴を検出したが、調査区の制限もありその復元には非常

に困難なものがあった。ここでは推定できた 8棟の建物について記述する。

SB-1

調査区の北に位置するもので、南北 2間 ×東西 2間 の規模 を持つがやや東西の長さが長

いものである。 P-39に は柱痕が存在していた。

SB-2

SB-1の 南に位置するもので、南北 2間 ×南西 2間の規模を持つ方形のものである。

P-34、 35、 37、 38には柱痕が存在していた。また、 P-32に は柱が沈むのを防いだと考

えられる転用の礎板が交互に引かれていた。これらの礎板状のものは当時の土壌が不安定

だとみえ随所にみられた。

SB-3

調査区のほぼ中央、軸を同じくするようにSB-7の すぐ南に位置している。建物の規模

は南北 1間 ×東西 2間 のもので東西に長い長屋風になっている。

SB-4

調査区の西端に一部分がかかるように位置するもので、東西 3間 ×南北 1間以上の規模

を持つ東西が長い建物になると考えられる。

SB-5

調査区の南西端に位置するもので、南北 2間 ×東西 1間 (但 し北側では間に 1間多い )

の規模 を持つ南北が長いものである。 P-4、 8に柱痕が存在 していた。

SB-6

SB-4と SB-5の 間に位置するもので SB-3、 7と 同じ方位を持つものである。

規模は南北間 1間×東西 1間で南北に長いものである。 P-15に柱痕が存在していた。

SB-7
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P-40   P-41

嘲/ ① 暗灰色粘土
② 黒灰色強粘土
③ 皓灰色強粘土

P-42 ④ 暗灰褐色粘土
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冨|

① 黒灰色強粘土
② 暗灰色粘土
③ 黒灰色粘土

SB-7
③

石

お
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SB-2と SB-3の 間に位置するもので SB-3と 同じ方位を持つものである。規模

は南耳ヒ2間 ×東西 1間で方形のものである。 P-19、 20、 28に柱痕が存在していた。

SB-8

調査区の南東端に位置するもので規漢は南北 2間 ×東西 2間のほぼ方形のものである。

濤  `

調査区全域で東西濤 3条、南北 3条の計 6条の濤を検出した。

SD-1

調査区の中央を一貫して南北に流れる濤である。出土遺物から中世末から近世末まで存

在したものと考えられる。

SD-2

調査区の中央を東西に流れるもので、西端をSD-1に 切られているがここでいきどまる

ものと考えられる。東端は調査区につきあたるところで直角に曲がりSD-3に つながる。

幅は約40cmと 狭 く断面 V字 を呈する。埋土は暗灰色粘土であった。

SD-3

SD-2よ り北に直角に曲がりSD-1に つきあたるまでの分部の南北濤である。

SD-4

SD-3が SD-1に つきあたり、そこより直角に曲がり東端が調査区の外へ伸びる東

西濤である。 SD-2か らここまで一貫したものと考えられるが、性格は不明である。

SD-5

SB二 7の西に位置するもので、西は調査区外に伸びそこより東に4mほ どいったところ

でいきどまる東西濤である。

SD-6

調査区の耳ヒ西を南北に走る濤で 5�程検出した。北端は円形の水溜 りでいきどまり、南

は2m程いつたところからやや東に向きをかえいきどまる。 SK-3に 切 られている。

土 羨

SK-1・

調査区の南端に位置するもので第 3調査区から続くものである。南北 5mを測 るもので

ある。中央をSD-1に 切られている。

SK-2(第 17図 )

SK-1の 範囲に位置するものであるが、 SD-1よ り東側の部分をSK-2と して扱
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った。上部方形で下部円形の途中で 2段になったもので、下部の径は約50clnで深さ約80cla、

のもので埋土は上層が黒灰色強粘土で下層が黒灰色粘土であった。

SK-3(第 17図 )

調査区の北東に位置しSD-6を 切るもので、東西方向の長楕円を呈している。内部には
4層 の堆積がみられた。

柱穴状遺構

この調査区では全部で144個の柱穴が検出された。このなかには明確に建物を構成する

ものも含まれている。多くのものは埋土から (ほ とんどが暗灰色粘土もしくは黒灰色粘土

であった。)こ れらの建物と同じ時代に掘りこまれたものであると考えられるが調査区の

制約もあって建物を構成することができなかった。柱穴の形は大小さまざまであるが円形

、楕円形、角九方形のものがほとんどであった。地山は現在その下を琵琶湖に向かって地

下水が多量に流れており湧水の激しい軟弱なもので (盛板等から当時も軟弱であったと考

えられる。)あ るが、それが幸いして柱穴には多量の柱が残存していた。年輪年代測定を

行なったが材質が全て杉 と栗であった為データーは得られなかった。 (木戸 )

黒灰色強粘土

黒灰色粘土

皓褐灰色粘土

淡灰色粘土

青灰色粘土

淡灰褐色粘土

88.500m

①

②

③

④

⑤

⑥

・
２

　

　

　

　

・
３

Ｓ

　

　

　

　

Ｓ
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第17図  第 4ト レンチ SK-2、 3土層断面図

SK-3
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(2)出土追物

SD-2(第 19図 )

甕C●9

やや内湾ぎみに外方にのび、端部は若干内側に肥厚する口縁をもつものである。体部は

外面を横方向のハケロ、内面をヘラ削りを施している。

甕 I (3獣 40

39、 40と もに斜め上方に立ち上がったのちに、そのまま上へ立ち上がったもので端部を

横につまみ出す口縁部をもつものである。外部はハケロを施している。

SK-1(第 19図 )

小型丸底壷

“

ゆ

ほぼ直線的に外方にのび端部は丸く収める口縁郡と口縁部からそのまま緩く屈曲して胴

部に至るものである。日縁郡の最大径が胴部最大径を大きく凌駕している。

器台A 律妙

受部は斜め上方に立ち上がり、端部を上につまみ上げるものである。また受部と脚部は

貫通している。受部外面下半は面取りされており、脚部には三方透かしがある。

鉢 律0

口縁部が二段に屈曲する鉢である。内外面とも磨減が著しく調整は観察できない。

器台 律9

斜め上方に伸び、口縁端部を上下に拡張しているものである。

甕 I 14致 4代 40

いずれも口縁部を斜め上方に一旦立ち上がったのちに、さらに上に立ち上がり端部をや

や上方につまみ出すものである。43、 44は内面にヘラ削りを施している。

SK-3(第 19図 )
ミニチユア土器 (5⇒

底部径2.6 clnを 計るミニチユア土器で外面には脚部を造り出した時の指押さえの痕が残

っている。底部内外面にはナデが施されている。

SP-32(第 19)

甕 I(50)

斜め上方 tど立ち上がらた後に、さらに上に立ち上がり端部を横につまみ出す口縁部を持

つものである。                              (森 )
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第4ト レンチ出土木製品 (第 20図 )

板状木製品 (566～ 569)

566は厚さ5 clnを 計る板状のもので一方は欠損しているが、他方は端を斜めに切 り落と

し段をつ くり組合せられるように加工してある。 P-34よ り出土している。567は厚さ

2 cmを 計る板状の木製品で中央に長方形のほぞ穴があけられ、両側に蓮かいに円形のほぞ

穴があけられている。 P-32よ り出土している。568は厚さ 3 claを 計る板状の本製品で

両端ともに欠損している。側辺の片側には方形のほぞ穴があけられており、またその間の

ひとつには対になるようにやや小さい長方形の穴があけられている。片面には非常によく

加工痕がのこっている。 P-32よ り出土 している。5691よ厚さ 3 cmを 計る板状の木製品

で中央には2つ のほぞ穴があけられ、側辺には面側に方形のほぞ穴があけられている。片

面には非常によく加工痕がのこっている。 P-32よ り出土している。568と 一連のものの

可能性が高い。 P-32よ り出土している。いずれも柱穴から出土しているが、これらは

軟弱な土壊を考慮して柱が沈まないようにするため礎板として使用されていたものと考え

られる。

鍬状本製品未製品 (570)

厚さ3 cmを 計る鍬の未製品の一部と考えられるもので上下端はいずれも欠損しているた

め現状は台形を呈している。両面とも加工痕が非常によくのこっている。中央部片側より

に両側よりの穿孔が認められる。 P-38よ り出土している。軟弱な土壊を考慮して柱が

沈まないようにするために礎板として使用されていたものと考えられる。   (本 戸 )
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5。 第 5ト レンチ

第 5ト レンチは道路センター杭No.4+90か らNo.5+50の 間にトレンチを設定した。この

調査区はおもに弥生時代末から古墳時代前期の濤と堀立柱建物や柱穴群、井戸、土墳など

で構成されていた。以下におもな遺構と遺物の説明をくわえる。

(1)遺 構 (第 23、 24図 )

堀立柱建物

SB-1

調査区の】ヒ端に位置する建物で、南北 I聞×東西 1間の規模を持つもので南耳とがやや長

い方形のものである。 SD-25、 21を 切っている。

SB-2

調査区の中央よりやや北よりの西端に位置するもので、南北 1間×東西 1間の規模を持

つもので南北に長い長方形を呈する。 SD-12を切っている。

濤

SD-4

調査区の中央を一貫 しつ流れるもので北から3分の 1あ たりから始まりさらに調査区そ

外に伸びている。出土遺物から中世末から近世末まで存続 していたものと考えられる。

SD-2

調査区の南端にやや幅広くS字 に曲がるもので 3mほ ど検出している。埋土は暗黒灰色

粘土であった。

SD-4

調査区の南に位置するパイプ型のもので北で大きな土羨状になつておりそこより濤状に

伸びる。 SD-5、 8、 SK-2を 切っている。埋土は暗黒灰色粘土であった。
SD-5

調査区の南を東西方向に走るもので、西端をSD-8に よって切られているがここでいき
どまりであると考えられる。西は SD-6を 切り、調査区外に伸びている。埋土は褐灰色粘
土であった。

SD-8

SD-4に 切られるもので東西方向に走るもので東は調査区外に伸びる。

SD-9
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ウ
Ｃ
　

Ｓ

調査区の南端、 SD-4と SD-6と に扶まれた位置に存在する土墳状ものである。埋
土は暗灰色粘土であった。

SD-10(第 21図 )

調査区の中央を東西に走る大きな濤で SD-11を 切る形で存在している。

SD― m(第 21図 )

調査区の中央を東西に走るもので SD-10、 12、 19、 SE-2等 によって切られている。
こよりは多数の土器と和製琴が出土している。

D-12

調査区の北半を南北に走るもので、東西方向で トレンチに対して斜めに走る全ての濤を

切っている。

SD一-13

SD-11の北を同じ向きに東西に走るもので、真ん中あたりで二股に別れ途中を SK―

7に よって切られている。

88.000m

F―  SD 10  ¬  sD-11 麹

88.800m

「
SD-16r~  SD-17

片―      SD-11
「
SD-10呵

88.800m

SD-11 引

暗掲灰色粘土 SD-17

① 茶灰色粘土 SD-19
② 暗茶灰色粘土
③ 暗灰色細砂
① 暗灰青色粘土(地山混入)
⑥ 茶褐色荒砂
⑥ 黒灰色粘土
② 黒灰褐色粘土
③ 淡灰色粘土
③ 灰色粘土

詭 Ч SD-11

SD 10

①

檸① ヽ
。

①

②

③

①

②

⑥

④

⑤

⑥

88.800m

第21図 第 5ト レンチ溝土層断面図

淡灰色砂粘土 SD 16 ⑩ 暗茶灰色粘土
淡灰色砂土       ① 暗灰褐色粘土

灰掲色粘土

0                     4m

引

SD-11
SD lo

―-43-―



SD-14

SD-15の西端を直行するように短く走るもので、断面 V字を呈する。埋土は暗灰褐色
粘砂であった。

SD-15

SD―■の北を同じ方向に走るものである。埋土は淡灰色粘砂であった。
SD-16、 17(第21図 )

SD-13の】ヒを同じ方向に走るもので、途中で SD-16を 17が切っている。

SD-18(第 21図 )

SD-16を さらに北に同じ方向に走るもので、東端で SD-30、 26を 切っている。

SD-19(第 21図 )

調査区の中央を トレンチに直行するように走る濤でSD-1劉こ切られSD-11を切っている。

SD-20

調査区の北端を東西に走るもので、西端をSD-1に よって切られている。東端は トレ

ンチ外に伸びている。埋土は暗灰色粘土であった。

SD-21

調査区の耳とを東西方向に走るもので S D25、 24を 切っている。埋土淡灰色粘土であった

SD-22、 23

SD-25を 切り、 SD-26に切られるもので平行に湾曲しながら北に走っている。いず
れも埋土は暗灰色粘土であった。

SD-24

調査区の北西を東西に斜めに走るもので、 SD-21に切られ、 SD-24を 切っている。

埋土は暗褐灰色粘土であった。

SD-25

調査区の東北を斜めに走るもので、東端はかなり幅ひろになりそこより細い濤が北にの

びている。ほぼ全てのものに切られている。埋土は褐灰色粘土であった。

SD-26

SD-18に切られ、 SD-22を 23tJっ てぃるもので包丁形を呈するものである。
SD-30

SD-1、 18、 16に よって切られているもので東西方向に走るが、不整形を呈するもの

である。
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皓禍灰色粘土

暗灰色粘土

暗灰褐色粘土

淡灰色粘土

淡灰色粘泥

焼土

m

①

②

　

③

④

⑥

⑥

黒褐色粘土

暗褐灰色粘土

(木葉含む)

暗灰褐色粘泥

灰褐色粘泥

黒灰褐色粘泥

黒灰色粘泥

第24図 第 5ト レンチSE-1,3平面断面図

井 戸

SE-1(第 22図 )

SD-15の北側に位置するもので直径約 80clnを測るもので、深さ lmを測った。埋土は 6

層で構成されており、堆積は途中に焼土を換みながらレンズ状を呈していた。

SE-2

SD-11を 切る形で存在する直径約 3mを測る井戸で、深さ lmを測る。

SE-3

SD-11と 13を 切る形で存在するもので、直径約 lmを測る。深さは 3mほど掘 り下げた

が湧水と軟弱な地盤にさまたげられて最下部を確認することはできなかつた。井戸の上部

はL字型の土渡からなっている。埋土はレンズ状に堆積していたが、③層で近江型甕の完

形(321)、 小型九底壷(323、 324)と 本製品、瓢箪が出土してぃる。また、⑤層で近江型甕

の完形(317)が出土してぃる。また、⑥層からは(31の が出土した。

土 羨

土残はこの調査区では全てで 8基が検出されたが、形状はSK-2や 3の ようにア
メー

バー状のもの SK-1や 4の ように円形のものSK-5や 6の方形のものと様々であつ
たo

(本戸)
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(2)遺 物

SD-2(第 25図 )

重B(52〉

外反しながら広がり、端部に面をもつ口縁の重で頸部には刻み目突帯を一条めぐらせて

いる。口縁部内面には縦方向のハケロが、頸部内面には横方向のハケロが施されている。

壷 (57〉

57は重の底部である。円形でやゃ上げ底の底部を形成してぃる。

甕 (54、 55、 56、 58、 59)

54はほぼ直線的に外方にのび、端部を上方に少しつまみ上げて丸く収める口縁をもつ。

胴部の内面には指頭圧痕が残る。55、 56、 58、 59は甕の底部である。甕の底部はいずれも

外面にハケロをのこす。56は内面に板状工具による蜘の巣状の調整が残る。

SD-4(第 25図 )

壷E(61)

ほぼ直線的に外方に開く口縁をなし端部を若千上へっまみあげておわる。口縁部は縦方

向のハケロが施され、口縁端部付近をハケロの後にナデている。また、頸部付近には口縁

部にハケロを施した際の工具の痕が強く残っている。

甕C(60〉

直線的に外方に開き端部を上方につまみ上げて九く収める日縁をもつ。日縁部は内外面

ともにナデていて、両面に煤が付着 している。

鉢 C(62)

斜め上にほぼ直線的にのび端部を丸く収める口縁部をもち、胴部最大径が上位にくる鉢

である。日縁部は内外面ともにナデている。胴部外面の上部は横方面のヘラ磨きだが下半

は磨減 している。内面は上半が横方面のヘラ磨き、下半は縦方向のヘラ磨きを施 してぃる

ヘラ磨 きの単位はすべて大きいものである。また口縁部下半から胴部の外面には煤が付着

している。

甑 (63)

甕の底部に穿孔 しているもので底部外面の孔のほう|が広がってぃる。

SD-5(第 25図 )

器台A(64)
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受部は斜め上方に直線的にのび、端部は上下にそれぞれ拡張され、 0。 8 cmほ どの口縁帯

をつくり出す。受部と脚部は貫通するものである。口縁端部、受部内外面はいずれもナデ

ている。また、受部か―ら脚部にかけては成形の際の絞り痕が残っている。

器台 (65〉

65は低脚の器台の脚部と考えられる。低径は5.8 clnで ある。底部は穿孔されている。当

初、脚台付甕とも考えられたが、甕に穿孔し甑として用いるなら脚がついているのが解す

ることができない。そこで類例を知らないが低脚器台と暫定的にしておきたい。

SD-8(第 25図 )

甑 (66〉

底部内面側に大きく穿孔され、甑として用いられたもので内面には縦方向のハケロ施さ

れている。

SD-9(第 26図 )

手焙 り形土器 (82)

ドーム状に立ち上がる笠部分の前縁部である。 2条の細い突帯を貼 り付け、その間に 2

個 1単位の円形浮紋を買より付けている。また、側面にはヘラ状工具による4条の直線紋が

みられる。

SD-12(第 25図 )|

壷E(70〉

口縁部は中位よりやや外反して外方に開き、端部は上方につまみあげている。外面は縦

方向のハケロを施した後に横ナデを施している。内面は横ナデである。

壷F(71)   ヽ

口縁部が直線的に直立するものである。口縁部は磨滅しているが、下半部に縦方向のハ

ケロを残している。

甕 I(67、 68、 69〉

67、 69は斜め上方に立ち上がった後に上方に立ち上が,り 、端部を斜め上方につまみだす

口縁をもつ。671よ胴部外面に横方向のハケロが施され煤が付着している。68は口縁が斜め

上方に立ち上がり、そのまま角度を変えて斜め上方に立ち上がり端部は横につまみだす。

受口状口縁部の立ち上がりはなだらかで明確な稜を持たず、全体にずんぐりとしている。

器台A(72〉

受部は見込み部に段をもって立ち上がり、端部を上方にナデることによりつまみ上げて
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いる。受部は磨滅しているが、一部にヘラ磨きを残している。受部と脚部は貫通している

甑 (73〉

底部内面側に広く穿孔されてぃるもので、内外面に縦方向のハケロが施されている。

SD-15

盟肇I(75)

やや斜め上方に立ち上がった後にそのまま真上に立ち上がり、端部を斜め上につまみだ

す口縁をもつが他の受口状口縁のものよりも直線に近く立ち上がるものであり内外面はナ

デている。

第26図 第 5ト レンチSD-9、 15、 19、 21、 23、 24、 26出土遺物実測図
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器台A(74)

受部は直線的にのび端部を上下に拡張し口縁帯をつくり出すものである。日縁部だけの

破片であるが、第5ト レンチSD-5出 土のもの (第 25図64)と 同一のものと考えられる

ため、受部脚部が貫通するタイプのものであろう。

SD-19(第 26図 )

鉢 (76)

やや特異であるが鉢に分類した。口縁部は外方に直線的にのび端部は丸く収める。胴部

最大径は中位にある。日縁部、脚部叱もに内外面はナデられている。さらに、両面ともに

煤が付着している。

S D T21(第26図 )

甑 (77)

底部の内面から穿孔しかけてやめているため孔は貫通していない。一応甑 として分類し

たが孔が貫通していないので甑としての機能は果たしていない。内外面ともハケロである

SD=23(第 26図 )

甕 I(78)

口縁は斜め上方に立ち上がった後に真上に立ち上がり、端部を横につまみ出すものであ

る。胴部外面は縦方向のハケロを施した後に、ヘラ描直線紋を肩部に6条施している。胴

部内面はナデている。また、日縁部から胴部にかけ外面に煤が〒面に強く付着している。

SD-24(第 26図 )

鉢 C(80)

口縁部が二段に屈曲し外方にひらく鉢である。内面は丁寧にヘラ磨きが施されている。

外面にもヘラ磨きが施されている。

器台(79〉

受部は途中で内側に屈曲し端部は九く収める。受部は内外ともに丁寧に縦方向のヘラ磨

きを施す。受部が貫通するかどうかは不明である。

SD-26(第 26図 )

壷 B(81)

外反しながら広がる口縁をもつもので、日縁部の内外面及び、胴部内面はナデており胴

部外面は縦方向のハケロである。頸部には断面三角形の突帯を一条貼っている。また、外

面は一部黒変し内面には煤が付着している。
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SD-10(第 27、 28、 29図 )

壷 E(100〉

ほぼ直線的に外方へ開き、端部は丸く収める口縁をもつものである。頸部には山形の突

帯を 1条貼り巡らす。突帯の直ぐ上位にはナデが施されている。

重A(97、 102、 108)

97は二重口縁壷の頸部から口縁部が横に開く部分である。内外面ともナデている。 102

は口径が30.2cmの 大型品である。口縁部は中程に方形の突帯をつくり出した後に更に外方

に開き、端部は面をなしている。内面には横方向のハケロが施されている。 108は 頸部で

ある。頸部から胴部に変わるところに突帯を一条めぐらせている。頸部の内外面にはヘラ

削りが施されている。

壷C(98)

ほぼ直線的に外方へ開き、端部は丸く収める口縁部をもつものである。日縁部は内外面

ともにナデている。

甕 C(99〉

口縁部は外方に直線的に開き端部を丸く収める。口縁にはナデた時の段が残っている胴

部外面は上半を横方向のハケロを施した後に肩部はナデている。中位は縦方向のハケロを

施している。なた、胴部内面はヘラ削りがされていて、一部には指ナデの痕が認められる

甕 I(83～ 96)

83、 86、 94、 95は口縁部が斜め上方に立ち上がった後にさらに角度を変えて斜め上方に

立ち上がり、端部をつまみ出してぃるものである。89は胴部外面に横方向のハケロが施さ

れている。85は口縁部が斜め上方に立ち上がった後に上方に立ち上がり、ナデることによ

って端部をつまみだしているもので胴部内面には横方向のヘラ削りが施されている。87は

口縁部が横へひらいた後に上え立ち上がり、端部を横につまみだしているものである。84

は口縁部が斜め上方に立ち上がった後に上に立ち上がり端部はそのまま丸く収める。91は

口縁部が横にひらいた後に内傾しながら立ち上がり、端部はつまみ出さずに山形をなして

いる。口縁部の下半に左上がりの櫛描列点紋がめぐらされている。さらに、肩部にも右上

がりの櫛描列点紋が施されている。88、 90、 96は口縁部が横に開いた後にやや内傾して立

ち上がり、端部は斜め上方につまみ出すものである。特に、90、 96は強くつまみ出したた

めに端部に凹ができてぃる。また、88は日縁部下半に右上がりの櫛描列点紋が施されて、

胴部上半には縦方向のハケロを施しその一部だけ横ナデを施しナデた上に右上がりの櫛描
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列点紋を施している。90、 96も 口縁部下半に櫛描列点紋を施している。96はさらに胴部外

面に縦と横のハケロを施し、ヘラ描沈線を1条断続的に巡らしている。92、 98は口縁部が

斜め上方に立ち上がった後にほぼ上方に立ち上がる。端部は強く横につまみ出されている

そのため、日縁端面には凹が生じてぃる。92の胴部には横方面のハケロが施されている。

体部には煤が付着していた。93の胴部には右上がりのハケロが施された後に左上がりのハ

ケロが施されている。体部には煤が付着していた。

甕 (101〉

口縁は直線的に外方へ開き、端部を九く収める。口縁部は強く二段にナデているので、

ナデの境が稜として残っている。胴部の外面は磨滅 しているが一部にハケロがのこている

また、胴部内面の下半は縦方向にヘラ削りを施している。全体としてもろく口縁部は変形

している。

鉢 C(103、 104)

103、 104と もに口縁が二段に屈曲して外方に開く鉢である。 103は口縁部から胴部にか

かる部分の内面に横方向のヘラ磨きを施している。また、胴部外面は面取りをおこなった

あとに横方向のヘラ磨きを施している。104は 内外面全体にナデを施している。

器台 (105～ 107、 109～ 115)

105は端部をつまみ上げてぃて端部外面には横方向のヘラ磨きが施されている。106は内

湾しながら広がり、端部は外側向きに面を作っている。受部端部内面及び外面はナデであ

り、また受部内面は丁寧なヘラ磨きが施されている。以下は脚部である。109は なだらかに

ひらく脚をもち、杯部から脚部までつくり出し、中を粘土でっめる円盤充填である。脚よ

りから詰めた粘土をヘラ状工具で削りとって成形している。脚の外面には縦方向のヘラ磨

きが、内面には横方向のハケロが施されている。脚には四方に透かしがあり、脚端部付近

は黒変している。■2は器台の脚であり、脚は直線的に開く。受部と脚とが貫通している

もので四方に透かしがある。受部から脚部にかけての屈曲部は内面には紋り痕が残るが外

面は横方向にヘラ磨きが施されてぃる。また脚外面は縦方向のヘラ磨きが丁寧に施されて

いて、脚端部になると今度は横方向のヘラ磨きが施されている。全体として丁寧に調整が

されている。また、脚の内面には横方向のハケロが施されている。 110は ほぼ直線的に伸

びる脚をもち、三方に透かしをもつ。外面は透かし穴から上位にかけて面取りを行なつた

のちに、横方向に丁寧なヘラ磨きが施されている。脚部の上部の破損部分の観察と脚部の

丁寧な調整から考えると受部と脚部とが貫通するタイプの器台と考えられる。 1■はほぼ
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直線的に開く脚をもち、脚端部は平たく面をもつ。脚部外面は全体に縦方向のヘラ磨きを

施し、脚の端部のみを後からナデている。内面には一面に煤が付着している。 113は脚の

中位で屈曲して開き端部に面をもつ。外面には縦方向のヘラ磨きを行なつた後に下半部の

みを維方向にヘラ削りしている。114も 113同様に中ほどで屈曲して開く脚をもつ。

脚の外面と内面の上半はナデ、脚下半はハケロを施している。 115は ほぼ直線的に開く

脚をもち三方に透かしがある。脚外面は縦方向のヘラ磨きが施されて内面はナデてある。

また、内外面の一部には煤が付着している。

壷・甕底部 (116～ 122)

116は壷の胴部から底部である。内面には横方向のハケロが施され、底部付近には縦方

向のヘラ削りが残っている。底部はしっかりとした平底である。m7と 118は しっかりとし

た平底で、特に■7の外面には叩きの痕が残っているので甕の底部と考えられる。119と 122
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は緩やかな上げ底であり、122の外面には縦方向のハケロを施した後に一部ヘラ磨きがみら

れる。120、 12Hよ底部輪台となつている。120は 外面を縦方向のハケロが、内面には横方向

のヘラ削りが施されている。 121は内外面ともにハケロが施されている。

甑 (123～ 125〉

123は底部内面を板状工具で止めながらナデている。124は底部内面を板状工具で放射状

にナデている。そして、底部を薄く仕上げて両面からヘラ状工具で削り取るようにして穿

孔していると外面の一部には黒斑がみられる。 1251ま内外面ともに縦方向のハケロが施さ

れている。底部には内外からヘラ状工具により掻き取るようにして穿孔されている。

SD-11上層 (第 30、 31図 )

壷 A(146、 148)

146は頸部からそのまま少し斜め上方に立ち上がり、そこから稜をなして屈曲しほぼ直

線的に外方に開き端部は九く収める二重口縁の壷である。頸部外面の上半は横方向に丁寧

なヘラ磨きが、下半は面取りのような荒い縦方向のヘラ磨きが施されている。また、口縁

部内面は横方向のヘラ磨きが、頸部内面には横方向のヘラ磨きが施されている。外面の一

部は黒変している。 148は口縁部は途中で二段屈曲して端部は丸く収める。日縁部内外面

は横方向にヘラ磨きをするが、外面の中央部はヘラ磨きの後にナデている。

壷E(145、 147〉

145は直線的に外方へのびる日縁をもち端部はやや外方へつまみだし気味である。147は

直線的に外方にのび、端部は九く収める。頸部にはヘラ状工具で 2条 1単位で刻み目を入

れた突帯を 1条貼りめぐらせている。口縁部内面には縦方向のヘラ磨きが施されているま

た、口縁部外面には横方向のヘラ磨きが丁寧に施されている。顕部付近にはヘラ磨きの後

にナデられているが、これは突帯を貼るために成形したためと考えられる。

甕 C(140～ 142)

140直線的に外方へ開いた口縁の端部を内側に】巴厚するものである。日縁部の内外面は

ナデている。胴部外面は縦方向のハケロを施した後に口縁部に近いところをナデている。

胴部内面は口縁部から胴部への変換部付近はナデているが、それ以下は横方向のヘラ削り

を施しているため、その部分以下が段をなして器壁が薄くなつている。 141は内湾気味に

のびた口縁部の端部を内側に肥厚させている。口縁部の内外面はナデている。胴部外面は

縦方向のハケロを施した後に一部をのこして横方向のハケロを施し、最後の肩部をナデて

いる。また胴部内面は肩部より下位に横方向のヘラ削りを施 している。また胴部の内外
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面に煤が付着している。 142はほぼ直線的に開く口縁の端部を内側に肥厚させておわる。

胴部内面は横方向のヘラ削りが施されている。日縁部の内外面には煤が付着している。

甕 I(126～139)         .

126、 129、 130、 132、 139は斜め上方に立ち上がつた後に上方に立ち上がり、端部を横へつ

まみ出す口縁をもつものである。132は胴部内面に指ナデの痕がみられる。さらに内外面

には煤が付着していた。139は胴部外面には横方向のハヶ口の後に円弧状にハケロを施し

ている。また内面には肩部付近には指押さえの痕があり、それ以下には下から上へかきあ

がるような指ナデの痕が残 つている。これも内外面に煤が付着している。127、 135は斜め

上方に立ち上がった日縁は、そのまま上に立ち上がり強くナデることによって端部が横へ

拡張されるものである。131、 133、 136、 138は斜め上方につまみあげる口縁をもつものであ

る。138は胴部内面に横方向のヘラ削りが施されている。131、 136、 138、 の外面には煤が付

着している。128は横に開いた口縁部が、その後上に立ち上がりやや外開きになっておわ

り端部を丸く収めるものである。134は斜め上方に立ち上がった後に屈曲して外方へ開き

端部は山形になるものである。137は斜め上方に立ち上がり、そのまま端部を横へ強くつ

まみ出している。

甕  (143)

口縁は直線的に若干開く程度で立ち上がり、端部は丸く収める。胴部はあまり丸みをも

たずに底部へ向かう。胴部には粘土紐をつぎたした痕が残り、外面にはハケロを内面には

横方向のヘラ削りを施す。外面には煤が付着している。全体的につくりが雑である。

壷・甕底部 (151～ 153)

151、 152は緩やかな上げ底である。両者ともに内面にはヘラ削りがみられる。151は甕

152は壺の底部と考えられる。153は平底である。外面にはハケロが、内面にはヘラ削り

成施されている。特に底部内面には板状工具で蜘の巣状にかきとった痕が認められる。

高杯 A(155、 158)

いずれも杯部が屈曲した後に直線的に開き、端部を丸く収めるものである。特に155は

杯部の内外に縦方向のヘラ磨きを丁寧に施している。そして、日縁部付近の内面を後にナ

デている。156は杯部内面の屈曲部に横方向のヘラ磨きを行なっている。157、 158は杯部

内外面ともにナデをおこなっている。

高杯脚 (159～ 160)

脚部はなかほどで屈曲してさらに外方に開くものである。159は 内外ともナデている。
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160の内面は板状工具によリナデている。脚部のみで杯部の形態は不明である。

高杯杯部 (154)

杯部は二段に屈曲して立ち上がり、日縁部外面に3条の擬凹線を施している。杯部外面

の口縁部の下部には横方向のヘラ磨きが、口縁部内面には横方向のヘラ磨きが、杯部内面

には縦方向の形態などから日本海沿岸地域のものと考えられる。京都府青野西遺跡土渡 6

出土追物 (小山雅人「青野西追跡」『京都府遺跡調査報告書』第 4冊財団法人京都府埋蔵

文化財調査研究センター 1985)に類例が身受けられる。

器台 (144、 149、 150)

141、 149は ともに受部はやや外反しながら開き、端部を上方へ拡張して口縁帯をつくり

出している。149のタト面には縦方向のハケロが施されている。150は日縁内菩bに横方向の

ヘラ磨きを施し、外面には棒状浮紋を貼り付けている。144、 149は伊香那与呉町坂口遺跡

(田中勝弘・用田政晴・吉田秀則『北陸自動車道関連追跡発掘調査報告書Ⅸ』滋賀県教育

委員会、財団法人滋賀県文化財保護協会 1984)で みられるものである。

SD-11中!層 (第 32、 33図 )

壷A(177、 183、 184〉

177は二重口縁の三で、日縁端部を上下に少し拡張させて面をつくる。その端面には円

形浮紋が貼 り付けられている。内面は端部を横の、それ以外は縦方向のヘラ磨きが施 され

ている。日縁端面はナデてあり、口縁部外面には櫛描波状紋が施されている。日径は20、4

cmで あり、暗灰褐色を呈しており長石を含むものである。183、 184は重の頸部である。

甕 I(161～ 174)

162、 163、 171、 174は斜め上方に立ち上がった後に上方に立ち上がり、端部を横強くつま

みだしている。そのため口縁部端面に凹をもつ。162は胴部外面にヘラ描沈線紋が施 され

ている。体部には煤が付着していた。163は胴部内面をヘラ削りしている174は胴部外面

にハケロを施 し、内面は横方向にヘラ削りを行なっている。体部外面には煤が付着 してい

た。161、 165は横に開いた後に上に立ち上がり端部をやや斜め上方につまみ出す口縁をも

つ。164、 166、 168、 169、 170、 172、 173は斜め上方に立ち上がった後に上方に立ち上がリナデ

を行なうことによって端部を引き出しているものである。166は胴部外面の口縁に近い部

分をナデて、その下をヘラ状の工具によって施紋 している。体部外面には煤が付着 してい

た。内面は横方向にヘラ削りをおこなっている。168、 170は胴部外面にハケロを施 してい

る。
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甕  (175)

斜め上方に立上がり途中で屈曲して真上に立上がり、端部はそのまま丸く収める。胴部

外面には一面に縦方向のハケロを施し、内面は横方向にハケロを施した後にナデている。

甕底部 (186)

薄い上げ底となっている。外面は一面に縦方向のハケロが施されている。内面は指で器

壁を削り取った痕がみられる。体吉脱の内外面には煤が付着していた。

器台 (179、 180、 182)

直線的に外方に開く受部をもち、端部は少し上下に拡張し、面をもたせておわる。受部

内面には横方向のヘラ磨きを施した後にナデ消している。180は端部を上方へ拡張して口

縁帯をつくり出している。内外面ともにナデている。182は途中で屈曲して外方に開き、

端部を上下にやや拡張して面をつくる。そしてこの面には 2条の擬凹線が施されている。

内外面ともにナデている。日径は21cmで色調は淡赤褐色である。擬凹線が施されているこ

とから日本海側の影響が強いと考えられ、近江では少ないものである。

器台A(187)

受部は緩く弧を描いて立ち上がり端部をつまみ上げる。受部と脚部は貫通していて、脚

部には三方透かしがみられる。受部、脚部ともに外面は縦方向にヘラ削りを行い器形を整

えた後に横方向にヘラ磨きを丁寧に行なっている。受部内面は横方向のヘラ磨きの後にナ

デている。脚部内面上部には粘土を紋った時の痕があり、その上から指でナデている。
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SD-11下層 (第 34～38図 )

壷 B(227～ 229、 231)

227は外反する口縁の端部を下方へやや拡張 し面をつ くり出しているもので、頸部には

山形の突帯を 1条貼 り巡らせている。日縁部外面はナデており、内面は横方向の
ヘラ磨き

を施 している。外面の一部に煤が付着している。228は 口縁部を緩 く外反させ端部は平たく

面をなす6日縁部外面は縦方向のハケロを施 した後に上半はナデている。胴部外面は雑な

ハケロが見られる。日縁部内面は、横方向のハケロを施 した後に横方向に
ヘラ磨きを行な

っている。胴部内面は横方向のヘラ削りである。229は 口縁部が中程で屈曲し外方へ開き

端部を上方へ開き端部を上方へつまみ上げる。日縁部外面は縦方向で、内面は横方向の
ハ

ケロをそれぞれ施す。231は緩く外反する短い口縁を持ち端部は九く収める。日縁部は内

外面ともにハケロを施 した後にナデているが、綺麗にナデていないので一部に
ハケロが残

っている。

壷 C(235〉

ほぼ直線的に外方にのび、端部を九く収める口縁を持ち、ほぼ球形に近い胴部を持つと

考えられる。口縁部外面は、縦方向のハケロを施した後に上半をナデている。胴部外面の

上半は縦方向のハケロが、中央は横方向のハケロが施され、その上から荒い
ヘラ磨きが部

分的に行われている。口縁部内面は横方向のハケロで、頸部付近は横方向の
ヘラ削りが行

われている。そして、粘土組の接合部分には指頭圧痕が多くのこつており、さらに胴部中

央付近にかけては指で器壁を掻き揚げるようにナデている。

壺E(226、 230、 232～ 234、 238)

いずれも、ほぼ直線的に外方にのび端部を丸く収める日縁部を持つものである。232は

口縁部外面に縦方向のハケロを、内面には横方向のハケロをそれぞれ施している。238は

は日径 7。 4 cmの小型のもので外面には指頭圧痕が残る。233と 234は 日縁部内面に横方向

のヘラ磨きを丁寧に施している。

重胴部 (241)

東海地方を中心に分布するパレススタイルの壼の胴部と考えられる。頸部に方形の突帯

を1条貼り巡らせている。胴部外面には、斜め方向にハケロを施した後に櫛描直線紋と櫛

描波状紋をそれぞれめぐらせている。

甕B(222)

屈曲気味に外方に伸び、施部を上方へつまみ上げる口縁を持つ。胴部内面は横方向に
ヘ
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ラ削りを行なっている。外面には煤が付着している。

甕C(223、 225〉

223はほぼ直線的に外方に開き端部を内側に】巴厚させる日縁部を持つものである。日縁

は内外面ともにナデられている。胴部外面はハケロの後にナデている。内面は横方向のヘ

ラ削りが行われている。日縁部外面と胴部内面に煤が付着している。225も ほぼ直線的に

外方にのび、端部を内側に】巴厚する日縁を持つ。胴部の外面は縦方向のハケロを施した後

に一部に横方向のハケロを施している。内面は横方向にヘラ削りを行なった後に、指押え

を入念に行なっている。

甕 I(188～ 218〉

斜め上方に立ち上がった後に、さらに上方に立ち上がり端部横もしくはやや上方につま

み出す口縁のタイプとして 188、 191、 194、 196、 197、 199、 200、 203、 207、 209、 210、 211、 215が あ

る。このうち 188、 203、 211、 215は】同部外面にハケロが施されており、191、 194、 207はヘラ

状工具で施紋されている。199は胴部外面に主に横方向に雑なハケロが施されていて、内

面には横方向のヘラ削りが行われている。189、 192、 195、 204、 213、 214、 217は横にひらいた

後に上へ立ち上がり、端部を横もしくは斜め上へつまみ出す日縁をもつものである。189、

195の口縁には2条の擬凹線がみられる。204の 日縁部下半にはヘラ状工具による削突列

点紋が巡り、胴部外面にはハケロが施されている。213は口縁部下半と頸部に右上がりの

櫛描列点紋が施されている。214は 口縁下部にヘラ状工具による刻み目を巡らせている。

214は 口縁下部にヘラ状工具による刻み目を巡らせている。さらに口縁部直下には縦方向

のハケロを施した後にナデてわずかにハケロを残して 3条 と2条の櫛描沈線を施す。下段

の沈線に一部重なるようにして右上がりの櫛描列点紋を巡らせている。217は 日縁部に4

条の櫛描沈線紋を巡らせている。胴部外面には主に縦方向のハケロを施した後に、横方向

にヘラ描沈線紋を施している。次に 190、 198、 198、 201、 202、 205、 206、 208、 212、 218は斜め上

方に立ち上がった後に上方に立ち上がり、ナデることによって端部を引き出す口縁を持つ

一群である。198、 206、 212、 218は胴部外面に荒いハケロを施 している。208はヘラ状工具

で胴部外面に施紋し内面には横方向のヘラ削りを行なっている。201は胴部外面に上から

下への指ナデの痕が残っている。216は斜め上方に立ち上がった痕に上方へ立ち上がり、

そのまま内傾した面をもって終わる口縁を持つ。】同部外面には斜め方向のハケロを施した

後に、右上がりの櫛描列点紋を2段施している。
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その他の甕 (219～ 221、 224)

219と 220は斜め上方へ立ち上がったのち真上に立ち上がり端部を丸く収める日縁をも

ち、このうち220は胴部外面に斜め方向のハケロを一面に施 している。221は胴部からほ

ぼ直角に屈曲し外方へのびる口縁をもち端部は下方に肥厚して終わる。胴部外面には主に

縦方向のハケロを施す。224は短 く外反し端部を丸く収める口縁を持つ。頸部の外面には

ハケロで形を整えている。そして胴部外面には、ほぼ水平に荒いタタキが施されている。

内面には横方向にヘラ削りを行なった後に上部には、横方向のハケロでヘラ削 りを施 して

ヤゝる。

小型丸底壷 (236、 237)

236は直線的に開き先細 りの端部を持ち、日縁径と胴部最大径がほぼ等しいものである

237はやや外面気味の口縁を持つ。日縁部から胴部にかけての一面に横方向のヘラ磨きを

施す。また内面にも一部ヘラ磨きが認められる。口縁径が最大径を上回ってぃる。尚、口

縁部は不整形で歪んでいる。

その他の壺 (239、240)

239は 日縁部が短 く外反する手ずくねの壷で、胴部内部に指圧痕を残す。内外面全体は

ナデられている。また、外面の一部には黒変が認められる。240は ほぼ真っすぐに立ち上

がり端部は面を成している。外面にはヘラ磨きが一部みられ、内面には指圧痕が残ってい

る。

高杯 (242、 243、 246、 249)

242は杯部の中程で屈曲して外反しながら立ち上がるものである。杯部の側面はヘラ削

りの後にナデている。杯部の下部はヘラ削りの後にナデている。また内面はヘラ削りを施

し回縁部をナデている。243は日縁部が 2段に屈曲して立ち上がるもので、日縁外面には

凝凹線が施されている。杯部外面のなかほどには横方向のヘラ磨きが、下半部には幅広の

ヘラ磨きがそれぞれ施されている。また杯部の底部付近には放射状のヘラ磨きが施されて

いる。246は回径28。 6cmの大型の高杯である。杯部外面には縦方向のヘラ磨きが施されて

行おり、日縁端部と屈曲部にそれぞれ櫛描沈線を施 している。内面には一部ハケロが残っ

ている。249は脚部上部から屈曲して大きく開くもので、端部は九く収める。透かしは三

方である。脚部上部の上に立ち上がる部分は外面に横方向に丁寧にヘラ磨きが施 されてい

る。大きく開く部分は内外面ともにハケロが施されている。端部は内外面ともにナデてい

る。
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器台 (244、 245、 247)

244は受部が途中で屈曲し直線的に立ち上がるもので、外面は端部と下部に横方向のヘ

ラ磨きが、その他は斜めにヘラ磨きが施されており内面もほぼ一面にヘラ磨きされていた

と考えられるが、下半は剖離しており観察が不可能である。245は 受部の端部を上方につ

まみ上げるもので、つまみ上げられた端部の外面は強くナデている。受部内外面はともに

非常に丁寧にヘラ磨きされている。247は受部の端部を下方に拡張し口縁帯をつくり出し

擬凹線が施されている。また受部内外面は丁寧にヘラ磨きされている。

鉢 (253、254)

253は二段に屈曲する口縁を持つ鉢で、日縁部は強くナデてある。胴部外面はハケロが

施してあるが上半は一部磨滅している。日縁部内面にはヘラ磨きが施され、胴部内面はナ

デてある。254はほぼ直線的に外方へのび端部を内側に肥厚させて面をつくる日縁を持つ

胴部は口縁から大きく曲がり底部に至る。胴部外面の一部にハケロが残り、内面はヘラ削

りである。

壼・甕の底部 (255～ 261)

このうち255は台付甕の底部で、脚台内湾していて端部は面をなして接地している。胴

部から底部にかけての内外面にはハケロが施されており、また脚の内面の端部付近には板

状工具により断続的にナデている。256は重の胴部下半以下のもので、やや上げ底となっ

ている。外面はほぼ横方向のハケロを施した後に、部分的にヘラ磨きをおこなっている。

内面は底部に近い部分でハケロを、それ以外ではヘラ削りを行なっている。

甑 (262～ 264)

いずれも底部に穿孔されている。262の体部は砲弾形をしていると考えられるが、あま

りみない形である。263と 264の底部内面は板状工具でLt「の巣状にナデてある。

石製品

石包丁 (B〉                        `

長辺12cm、 幅 4.8 clllの もので刃部には、斜め方向の磨製痕が顕著にみられる。片側に 1

箇所、反対側に3箇所に穿孔しかけて途中でやめて貫通していない孔があけられている。

側面は両面とも、磨製による削痕が目立って認められる。また、全体の形状は整っており

整形のための研磨は丁寧に行われている。刃部には一部、刃こぼれが認められる。石材は

硬質粘板岩を使用している。色調は淡青緑色を呈している。
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SD-16(第39図～第40図 )

重B(277)

外反して上方にのび、端部を下方に拡張して面をもたせる日縁を持つ。頸部には不整形

な突帯を一条廻らせている。日縁部の内外面はナデている。

壺E(279)

直線的に外方にのびる口縁をもち、端部は平たく面を持つ。端部付近は強くナデてあり

凹が生じている。

甕 I(265～ 271)

266～ 270は斜め上方に立ち上がった後に上方に立ち上がり、端部を横か斜め上方につま

み出す口縁をもつものである。266は胴部外面に孤を描いたハケロが施してある。267は

粗いハケロとヘラ状工具による施紋が施されている。268は口縁部の下半にヘラ状工具に

よる列点紋が施されており、胴部タト面には縦方向のハケロが施されている。269は胴部の

外面にヘラ状工具により雑にハケロと沈線が施紋されている。内面には横方向のヘラ削り

が施されている。また、外面には煤が付着している。270は胴部外面はほぼ横方向のハケ

目が、内面は横方向のヘラ肖Jり が施されている。265、 271は横にひらいた後にうえ立ち上

がり、端部を斜めうえにつまみ出す口縁をもつものである。271は口縁部外面に円孤紋が、

肩部に右上がりの櫛描列点紋が施されている。内面は横方向のヘラ削りが行われている。

その他の甕 (272、 273、 276、 289)

272は短く外反し端部を九く収める日縁部をもつ。日縁と胴部の接合部はかなり肥厚し

ている。胴部外面にはハケロが施されている。また胴部内面にはハケロのハケロの後にナ

デられている。外面には煤が付着している。273は短く外方にひらき、端部を九く収める

日縁を持つ。276は胴部から鈍い稜をもって外方にのび、端部を横につまみ出す口縁をも

つものである。口縁部の内外面はナデている。内面にはハケロが施されている。日径が10

。2cmの小型品で、胎土には0.5～ 3 1nlllの 長石、石英、雲母の粗い砂粒を含み、暗赤灰色を

呈している。289は脚付片口甕とでもいうべきものである。短く肥厚した口縁が外方にひ

らき、日縁部を一部分を指でつまみ出して口をつくり出している。胴部は内外ともに一面

に荒いハケロを施している。脚は直線的に下方にひらいた後に端部付近で屈曲して外方に

ひらくものである。脚部内外面はハケロを施したあとにナデを施している。この器種につ

いてはあまり他に類例をみないものである。
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高杯 (274、 275、 285、 288)

274は杯部の途中で屈曲し外反するものである。275は椀形の杯部と考えられる。285

は内湾 しながら立ち上がるしっかりとした杯部を持ち、端部は丸く収める。脚部は三方透

かしである。杯部外面の回縁部付近は横方向の、それ以外は斜め方向のヘラ磨きが丁寧に

施されている。脚部外面には縦方向のヘラ磨きが施されている。288は なだらかに外反し

ながら開く脚て、三方透かしを持つ。脚部の外面には縦方向のヘラ磨きが施され、脚の端

部外面には横方向のヘラ磨きが施されている。

器台 (278、 287)

27oは受部の端部をつまみあげるもので、内外面ともにナデている。287は器台の脚部

で、受部との間が貫通するもので、脚部には三方透かしが施されている。脚部はなめらか

に外方にひらき、途中でやや外反する。端部内面には沈線を一条施 している。外面は縦方

向のヘラ磨きで、端部は横方向にヘラ磨きを施 している。

鉢 (284)

斜め上方に立ち上がった後に、やや内傾して立ち上がり端部は平らに面をもつ口縁をも

ち、日縁部外面にはハケロが認められる。また、胴部やや下方に台形の突帯を貼り付け、

上からヘラ状工具により刻目を入れている。胴部外面はハケロを施したのちに、中央部と

底部付近をナデている。また胴部内面下半にはハケロが残っている。さらに胴部下半には

煤が付着している。

SE-1(第 41図 )

重 (296)

壷の底部と考えられるものであるが、平底のもので内外面にハケロが認められる。

SE-2(第 41図、第42図 )

重 B(310)

外反しながら開く口縁部を持つものである。端部は丸く収める。日縁外部は縦方向のハ

ケロを施 した後に、端部付近をナデている。日縁部内面は横方向にヘラ磨きを施 している

重 c(301)

ほぼ直線的に外方に開き、端部に面を持つものである。胴部は球形をなし底部はやや上

底ぎみの平底である。日縁部外面は縦方向のハケロ、胴部外面もハケロを施 している。日

縁部内面は横方向のハケロを施し、胴部内面の上半と下半は縦方向の、中程には横方向の

ヘラ削りを施している。頸部にはナデた際の凹が残っている。
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その他の重 (314)

日縁部がゆるやかな S字形を呈して上方に立ち上がるものである。端部には小さな面を

持つものである。外面にはハケロを施 したあとにナデを施 している。内面は全体にナデて

いる。

選肇I(297、 298、 303～ 309、 312、 316)

297、 298、 304、306は斜め上方に立ち上がった後に上
^立
ち上がり、端部を横もしくは斜

め上方へつまみ出す口縁を持つものである。297は胴部外面にハケロにハケロを施 してい

る。298は胴部外面には粗いハケロを施し胴部中程には指頭圧痕が残る。胴部内面には指

で器壁を削りとった痕が認められる。304、 306は胴部外面にハケロを施す。303、 309、 312

は横へひらいた後に上へ立ち上がり、端部を横へつまみ出す口縁を持つものである。303

は口縁下部に櫛描列点紋を、頸部に三条の櫛描直線紋を施している。312は日縁部下半に

ヘラ状工具により施紋している。305、 307、 308、 316は斜め上方に立ち上がった後に上へ立

ち上がり、ナデることによって端部を引き出させるものである。307、 308、 316は胴部外面

にハケロを施 している。

その他の甕 (300)

日縁部は直線的に外方へ伸び、胴部は卵形をしている。日縁部外面は強くナデているた

め、ナデの際の凹が生じている。胴部外面は横方向のハケロを施している。日縁部内面と

胴部上半にはハケロを施している。日縁部内面と胴部上半にはハケロを、中央部以下には

ヘラ削りをそれぞれ施している。

小型丸底壺 (302、 311、 313)

302は外方に短く伸びた日縁の端部を上方へつまみ出すものである。胴部外面にはヘラ

状工具により調整している。日径と最大径がほぼ等しい。311は直線的に外方へ大きく開

く口縁を持ち、月ヽさな胴部を持つと考えられる。内外面とも横方向に丁寧なヘラ磨きが施

されている。313は短く外反させた後、段をもってそこから大きくほぼ直線的に開く日縁

部を持つものである。胴部外面にはハケロが、内面にはヘラ削りが施されている。日径が

胴部最大径を上回るものである。

高杯 (229〉

直線的に外方へ開く脚を持ち、端部を丸くなめる。三方透かしである。外面は一部面取

りを行なった後に、横方向のヘラ磨きを施しその上からナデている。315は三の底部で、

中央部が上げ底となっている。
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SE-3(第 43図 )

甕 C(319、 322)

319は内湾気味に斜め上方に立ち上がり、端部を内側に肥厚させる口縁を持つもので端

面は内傾する。胴部外面はハケロを施 しているが、上半はそのあとナデ消 している。胴部

内面は横方向にヘラ削りを施 している。内外面ともに煤が付着している。322はほぼ直線

的に外方に伸び端部を内側に肥厚させる口縁部を持つものである。口縁部には強く横ナデ

バ施されている。また胴部内面にはヘラ削りが施されている。ともに最下層より出土して

いる。

甕 I(317、 318、 320、 321)

317は 口縁は斜め上方に立ち上がった後にゆるく屈曲して上方に立ち上がり、ナデるこ

とにより端部をつまみ出すものである。胴部は卵形でやや縦長である。外面はナデが一面

に施されている。内面はヘラ削りの後にナデている。完形で出土しており、器高は21。 7cm

である。内外面ともに煤が付着しているが、底部付近には特に強く付着している。①層よ

り出土している。318は斜め上方に立ち上がった後に上方へ立ち上がり、端部を横へつま

み出す形の日縁をもつものである。胴部内外面には指頭圧痕を残る。最下層より出土して

いる。320は 日縁は斜め上方に立ち上がった後に上方へ立ち上がり、強くナデることによ

り端部を横につまみ出している。胴部はほぼ球形をなす。胴部外面はヘラ削りを行なった

後に下半をのこしてナデている。内面は一面に縦方向のヘラ削りが施されている。完形で

出土しており、器高は20.9cmで ある。③層より出土している。321は口縁が斜め上方に立

ち上がった後に上方へ立ち上がり、端部を斜め上方につまみだしている。胴部は縦長の卵

形をしている。外面は底部付近にヘラ削りをのこすが、他はナデている。粘上のつなぎ目

が残る。底部には煤が付着している。これも完形で出土しており、器高は23.6cmで ある。

③層上層より出土している。

小型丸底壷 (322、 324)

323はほぼ上方に立ち上がる口縁を持つものである。口縁は成形時の指頭圧痕が顕著に

残り、「口縁内面にはその後、板状工具でナデていて、その時の痕が強く残っている。胴部

外面は板ナデを、内面には指ナデが施されている。器高 7 cmの手つくねである。324は直

線的に外方に伸びる日縁を持ち、端部は丸く収める。口縁部内外面と胴部外面、内面上半

はナデている。底部内面はヘラ削りが認められる。口径と胴部最大径はほぼ等しく、器高

は7.9 Cmで ある。いずれも①層より出土している。

―-83-―
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第44図 第 5ト レンチSK-7出 土造物実測図

SK-7(第 44)

甕 C(290、 292、 293)

いずれもやや内湾気味にのび、端部を内側に】巴厚させる口縁を持つものである。292は

胴部外面上部をナデて以下を横方向のヘラ削りしている。外面には煤が付着している。

高杯 (295)

中程で大きく屈曲して外方に開き、端部を九く収める脚部を持つものである。日縁部は

内外面ともナデを行なっているが、日縁部は下部は特に強くナデているために凹が生じて

いる。外面は一部黒変している。また、日径が】同部最大径を上回るものである。

包合層出土土器 (第45図 )

重B(328〉 :

やや外反しながら開き端部に面をもたせ。面を強くナデているものである。口縁端部に

は棒状浮紋を施している。胴部外面上部にはヘラ状工具による沈線が施されている。

著欝H(325)

脚台付の甕で、口縁は斜め上方に立ち上がった後に上方へ立ち上がリナデることにより

端部をつまみ出している。胴部は横長の楕円形を呈していて、外面には4段に分けてハケ

―…85-



目病施されている。また、肩部にはヘラ状工具による沈線が四条施されていて胴部内面は

ナデていると脚台部外面には縦方向のハケロが施されて、内面は指でナデられている。

逐肇I (326、  327)

326は横へ開いた後に上方に立ち上がり、ナデることにより端部を横へつまみ出す口縁

部を持つものである。日縁部外面には2条のヘラ描沈線が巡 り、棒状浮紋が施 されている

頸部には内外面にハケロが施されている。 327は斜め上方に立ち上がった後にさらに上方

に立ち上がリナデることにより端部を横へつまみ出す口縁を持つものである。胴部外面に

はハケロを施している。

i:::写戸:::::三三三三三三三戸三三量三;:旨::3:言J曽ど曽:::::「
「
;口

J!!326

く「「「三三::::Fここ「旱f三写旱i:::三
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330

31

▼ 32

第45図 第5ト レンチ遺構面出土遺物実測図

:
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第 5ト レンチ出土土製品 (第46図 )

土錘 (C、 D)

Cは球形をなす土錘で、斜めに穿孔されて

いる。外面には成形痕が残っていた。SD―

10よ り出土している。Dは円形をした土錘で、

真っすぐに穿孔されている。一部には刻み目

が施されているが、これは孔 1こ通した糸を結

び固定するものと考えられる。SD-25よ り

出土 してぃる。

第 5ト レンチ出土木製品 (第47図～第49図 )

農具 (576、 577、 579).

576、 577は ともに中程で折れているので全

体の形態は不明であるが、鍬か鋤かは判断で

きないがどちらかの農耕具であると考えられ

る。 579は柄孔を欠いているが、鍬と考えら

第46図 第 5ト レンチ出土土錘実側図

れる。周囲に面取 りを施 しているが、特に先端部を入念におこなっている。鉄器を先端 に

装着するためと考えられるが、その痕跡は認められない。 576、 577は SD―■より、 579

は SD-12よ り出土した。

機織具 (582、 583)

ともに、片方の端は欠損 しているが残存部は先端部からやや下がったところを両辺 とも

に削りとって刻み目を入れている。両者ともに機織具の部品と考えられる。58ム 583は S

E-2よ り出土した。

その他の用途品 (571～ 575、 578、 580、 581、 584、 585)

571は両端 に一箇所ずつ小 さな穴が開けられた札状のものであるが用途は不明である。

SD-10よ り出上 した。572、 574、 575、 578、 581、 584は それぞれ加工痕が認められるも

のである。 572、 57代 575、 578は SD-11よ り、581、 584は SE-2よ り出土した。585は

先端にえぐりを入れることによって他の部材と組合せ、またほぞ濤に他の板材をはめこん

で使用されたものである。和琴と並び折り重なって SD-11よ り出土しているため共鳴箱

一

　

Ｄ

Ｃ

国

の一部と考えられたが詳細は不明である。

―-87-―
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第48図 第5ト レンチ出土木製品実測図

楽器 (586)

和琴の一部である。SD-11の ほぼ中央で真ん中で折れて重なり合 うようにして出土 し

たもので琴板の左半分の部分にあたると考えられる。琴板は全長 130 cmを計る。全体に中

央でやや内反りになっている。琴尾に存在する龍角の突起は推定 5本 と考えられるうちの

2本 が現存している。琴板の側辺部には結縛用の穴が等間隔に5箇所認められることから

共鳴槽の付いた構造琴と考えられる。この結縛用の穴には皮綴じの組が残っており強く縮

め付けられたせいか紐幅に琴板が凹んでいる。この結縛用の孔が穿たれている部分の琴板

の側面から直径約 2 mm程度の孔があけられ皮綴じの上から本釘が打ちこまれ琴板と共鳴槽

とを接合するさいにより接合の度合いを強くしたものと考えられる。また琴尾の突起イ寸近

の裏側には、板をはめこんだと考えられるほぞ濤が認められる。これも共鳴槽の小日板を

はめこむためのものと考えられる。なお、和琴に関してはこの笠原南追跡の北に存在する

服部遺跡より出土 した和琴が非常に有名であるが、このほかにも森浜遺跡、中沢遺跡とと

もに県下にはあと4、 5点は出土 してぃると考えられるがいずれも弥生時代木から古墳時

代にかけてのものである。またこれらに続くものと考えられる平安時代の琴が最近蒲生町

杉ノ木追跡からも出土している。いずれも濤から出土しているところが興味深い。(木戸)

「

飽
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6。 第6ト レンチ

第 6ト レンチは第 1ト レンチと第 2ト レンチの間、道路センター杭No。 3+80～ No。 4ま で

の間を設定した。調査区における遺構の密度は低く、僅かな柱穴群と素堀りの井戸と土残

が検出されるにいたった。以下にそれらの内容を記述する。

(1)遺 構 (第51図 )

井 戸

SE-1(第 50図 )

調査区の北西端に位置する円形の土羨でやや浅いが形状から丼戸と判断して調査を行な

った。平面は径約80clnの五角形を呈し、深さは約80cmを 計った。途中二箇所にテラス状の

段を有する。埋土は上より3層 (①黒灰色粘土、②黒灰色粘泥、③暗灰色粘土砂)の堆積

からなっており、最下層に至り湧水を認めた。

土 躾

SK-1

調査区の西辺に位置 し、角丸の三角形状を

呈するものと考えられるが西端は調査区外に

伸びている。埋土は暗灰色粘泥であった。

柱穴状遺構

SP-1～ 7

調査区の範囲という制約もあり明確 に建物

を構成することはできなかったが、いずれか

の時代の建物の柱跡と考えられる。柱穴は大

きさが20cm前後の円形 もしくは楕円形のもの

で構成されている。深さはおおよそいずれも

20cm前後である。埋土は全て暗灰色粘泥であ

った。 (本戸 )

① 黒灰色粘土(炭含む)

② 暗灰色粘泥
(炭含む)

③ 皓灰色粘砂

-91-
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〔昭和61年度発掘調査分〕

1。 第 1ト レンチ

第 1ト レンチは道路センター杭No.5+50～ 5+80の 間にトレンチを設定した。この調査区

はおもに弥生時代末から古墳時代前期のものと考えられる。溝と柱穴群で構成されていた

以下にそのおもな遺構 について記述を加える。

(1)遺 構 (第52図 )

濤

SD-1

調査区の中央を南北 に一貫 して流れている濤である。出土遺物から中世末から近世にか

けて存続 していたものと考えられる。

SD-2

調査区の中央よりやや南を東西方向に流れる濤で、西は調査区の外にのびるが東は湾曲

しながら細い濤になりSD-1に きられていきどまる。埋土は暗灰色粘土であった。

SD-4

調査区の西北をトレンチに対 し斜めに走る濤で、幅は約 lmで断面 V字 を呈する。西は

しは トレンチ外にのび、東はSD-1に よってきられている。

SD-5

調査区の北から南北方向に走る濤で、北に行 くほど幅広になっている。途中をSD-4

によってきられている。埋土は黒紫灰色粘土であった。

柱穴状遺構

明確 に建物を構成するものは認められなかったが、いずれもある時期の建物を構成 して

いたものと考えられるものである。以下に群ごとにわけて列記する。

SP-1～ ■

調査区の南半の空間地に存在する柱穴群で径約10～20cmの楕円形 を呈するものが多い。

埋土は何れも暗灰色粘土であった。

SP-11～ 20

調査区の北半の空間地に存在する柱穴群で径約10～ 40cmの 円形 もしくは楕円形を呈する

ものが多い。埋土はSP-20が暗緑灰色粘土で、それ以外は暗灰色粘土であった。 (本戸 )
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2.第 2ト レンチ

第 2ト レンチは道路センター杭No.5+80か らNo.6+10ま での間を設定し調査を実施した。

調査の結果、弥生時代木から古墳時代前期にわたる濤、土残、柱穴 などの遺構が検出され

た。以下にそのおもなものについて記述を加える。

(2)遺 構 (第54図 )

濤

SD-1

調査区の中央を一貫 して南北 に走る濤である。出土 した遺物から中世末から近世後半に

かけて存続 していたものと考えられる。

SD-2

調査区の中央、 SD-1の 西イ貝」を南北に走る濤である。東の肩はSD-1の 影響で検出

することはできなかった。また、耳ヒ端はSD-5に よってきられている。埋土は黒紫灰色

粘土であった。

第53図 第 2ト レンチ溝土層断面図

87.500m

① 皓緑灰色粘土
② 暗青緑灰色砂質土
③ 暗青緑灰色粘土
① 黒紫灰色粘泥
⑤ 暗灰色砂質土
③ 暗緑灰色砂質土
⑦ 暗灰色粘泥
⑥ 灰褐色粘土
ベース青灰色粘土

87,500m

任
「「
下下下下下下―十一――――――――写

m
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第54図 第2ト レンチ平面図



SD-3(第 53図 )

調査区の南東の隅を横切るように東西に斜めに走る濤である。断面はV字 を呈する。埋

土は4層 (上から⑤暗灰色砂質土、⑥暗緑灰色砂質土、⑦暗灰色粘泥、①暗緑灰色粘土)

で構成されていた。

SD-4(第 54図 )

調査区の西辺の中央にL字 に曲がるように走る溝である。溝の両端は トレンチ外にのび

ている。また、L字 に曲がったコーナーはSD-2に よってきられている。断面は長方形

を呈する。埋土は3層 (①暗緑灰色粘土、④黒紫灰色粘泥、③暗青緑灰色粘土)で構成さ

れていた。

Sp-5(第 54図 )

調査区の北西からトレンチに平行に東西に走った後、屈曲して トレンチ東辺の中央に至

たる。この先は調査区外にのびるがSD-3に つながっている可能′陛がある。途中をSD

-1によってきられている。埋土は2層 (①灰握危粘土、③暗青緑灰色粘土)で構成され

ていた。

土 墳

SK-1

調査区の南端で、SD-2の 西肩に位置する直径約 2mの上墳である。形状は円形を呈

するものと考えられるが、SD-2に よってきられているため半円形を呈する。埋土は灰

色粘土であった。

SK-2、 3

調査区の中央を南北 に走るSD-2の 濤の底に位置するものである。いずれも直径約 2

mで、SD-2の 下端 にそうようにある。形状は半円形を呈する。埋土はぃずれも、黒灰

色粘土であった。

柱穴状遺構

SD-1、 2

いずれもSD-4、 SD-2、 SD-5と に扶まれた空間地に存在する柱穴で、直径約

lmほどの楕円形を呈している。埋土はぃずれも暗灰色粘土であった。    (木 戸)

-99-―



(2)出土遺物

SD-5(第 55図 )

甕 1(348)

日縁部は稜 に丸みをもたせて立ち上がり、

端部をやや上方につまみだすものである。

甕C(349〉

ほぼ直線的に外方へのびt口縁部を内側 に

肥厚させる。また口縁部にはナデたときの稜

線が若干残 る。内面はヘラ肖」りである。

壺 (346)

頸部から外方へのび、日縁はやや内傾 して

≧ヽダ垂手≧≦雪五48

0             5             1 0cm

第55図 第 2ト レンチ出土土器実測図

(森 )

立ち上がる。日縁部端は少し平坦面をのこし内傾 している。口縁部外面の下半部に櫛描列

点紋が施 されている。頸部には粗 くハケロ調整が施 され、沈線が現存しているところで 1

条施 されている。

SD-1(第 56図 )

石製品

硯 (587)

幅9.3cm、 長さ1lcm以上、厚み1.5cmを はか

る長方形の硯である。下半部のほとんどと上

面の縁の部分を欠損 している。海の部分は凹

がみられずほぼ平坦であるが、かなり使用さ

れていたと考えられる擦痕が無数に残ってい

る。

材質は正確 には不明であるが、黒緑色系の

粘板岩であると考えられる。   (木 戸 )
第56図 硯実測図 S=%
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第57図 第 3ト レンチ平面図



3.第 3ト レンチ

この トレンチでは南北方向に走る濤 2条、東西方向に走る濤 3条、柱穴 2個が検出された

これらの遺構は出土遺物からおおよそ弥生時代末のものと考えられる。以下にこの調査区

で検出された遺構 と遺物 について記述をくわえる。

(1)遺 構 (第57図 )

濤

SD-1

調査区の中央を調査区と平行に南北に走るもので、途中で SD-2、  3を切っている。

幅約 2mを 測る。出土遺物から中世末から近世末まで存続した濤であると考えられる。

SD-2(第 59図 )

調査区の中央を調査区と平行に走るもので、北端をSD-3に よって切られている。南端

はやや広がりながらトレンチ外に伸びている。幅は約 1.8m深 さは約40cmを測 り、埋土は

4層 からなっていた。

SD-3(第 59図 )

調査区の北半を南北 に斜めに走るもので、両端 ともトレンチ外に伸びている。幅は約 2

mで深さは約80cmを 測った。埋土は 6層 からなっていた。

SD-4

調査区の北東端に位置する濤である。この SD-4は 第 4ト レンチの SD-4の 南端に

あたる。

SD-5

調査区の中央東イ貝」を東西に走るもので西イ貝」を SD-1に よって切られている。東端は トレ

ンチ外に伸びる。

柱穴状遺

SP-1

調査区の西、SD-2の 西イ貝Jに広がる広場 に位置するもので、小円を呈する。

SP-2

形状が長方形を呈するもので、 SD-2の 上面より切っている。      (本 戸 )

(2)出土遺物

SD-2(第 58図 )
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甕 I(336～ 338〉

336はヘラ描刺突紋を、337は櫛描列点紋、338は櫛描波状紋を回縁部下半に施す。337は

肩部にも櫛描列点紋を施 している。

重 B(339、 340)

339は肩部に4条の櫛描沈線を施 しているが、ともに外反する日縁を持つ。

甕  (342〉

台付甕の底部で脚部まで作った後に中心を粘土で充填している。

高杯A(343)

杯部内外面及び脚部外面を丁寧にヘラミガキしている。杯部は中位で段をもって外反し

三方透かしの脚部を持つ。 (森 )

0            1 0Cm 咀 39

第58図 第 3ト レンチ出土遺物実測図

＼
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4.第4ト レンチ

第 4ト レンチにおいては調査区を東西、南北に走る濤が5条検出されている。これらの遺

構は出土遺物から古墳時代前期前後頃のものと考えられる。以下に検出された遺構と遺物

について記述をくわえる。

(1)遺 構 (第60図 )

SD-1

調査区の中央をトレンチと平行に一貫して走る濤である。出土 した遺物から中世末から

近世木まで存続していたものと考えられる。

SD-2

調査区の北制 をトレンチに直行するように東西に走るもので、西端はSD-4によって切

られている。東はSD-1に きられ、 SD-5を 切って トレンチ外に伸びる。埋土は黒灰

色粘土であつた。

87.500m ① 緑灰色粘土
② 暗灰色砂
③ 黒緑灰色粘砂
① 暗灰色粘土
⑤ 黒灰色粘土
⑥ 濃黒灰色粘土
⑦ 黒灰褐色粘砂
⑥ 灰色粘土
⑥ 黒灰色砂
⑩ 濃灰色砂質土
① 黒褐色粘土
② 灰褐色粘泥
○ 褐灰色砂粘土
① 暗緑灰色粘土

W~べ
C≡
玉玉量至ここ再ミ三三

多ラ

ζlEト レンチ
SD-2

87.500m

87.300m 8え 300m

0                    2m

第4ト レンチ
SD-4

第59図  第 3・ 4ト レンチ溝土層断面図
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SD-3

調査区の南西端を斜めに横切るもので、南端は第 3調査区の SD-3か らの続きであり、

西端は トレンチ外に伸びる。幅は約 3mと やや広い。

SD-4(第 59図 )

調査区の中央を南北に斜めに走る濤である。幅は約 2mと広 く、深さは約 1程を測った

南端は第 3調査区のSD-4に つながつており、北端は SD-2を 切ったあとトレンチ外にの

びる。埋土は深いところで 8層の堆積でなっており、浅いところでは 6層の堆積でなつて

いた。

SD-5

調査区の東北端に位置するもので弧を描 くように走る溝で両端ともトレンチ外にのびて

いる。埋土は灰褐色粘上であった。                    (本 戸 )

(2)出土遺物

SD-4(第 61図 )

甕 C(3501

やや外反して外方向にのび、端部は九くおさめる。口縁部には強いナデがみられる。

小型丸底壷 (351、 352)

351は外方にのびる国縁部から、丸みの強

い肥厚な胴部へ続く。胴部内面はヘラ削りで

ある。胴部最大径よりも口縁径のほうが大き

い。

352も 外方にのびる口縁部をもつが、胴部

はやや偏平である。日縁部から胴部にかけて

の外面にはハケロがみられ、底部内面にIよ板

状工具の痕がみられる。胴部最大径と口縁部

径はほぼ等しく、また胴部高と口縁部高もほ

ば等しい。 (森 )

氏〒
;:::::~F:::::「

‐H……………‐~―
iill156

0            5            1 0Cm

第60図 第 4ト レンチ出土土器実涙1図
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5.第 5ト レンチ

第 5ト レンチは道路センター杭No.1+45か らNo l+80ま でを設定して調査を実施した。調

査の結果、溝で囲まれたなかに柱痕を遺 した多数の柱穴とともに掘立柱建物が発見された

調査区による制約があるが豪族の館の一角を検出したものと考えられる。以下にそのおも

な遺構について記述をくわえる。

(1)遺 構 (第 65図 )

掘立柱建物

この調査区ないにおける確実に掘立柱建物と判断されるものを全部で11棟検出した。

SB-1(第 63図 )

調査区の南で検出した桁行 3間以上×梁間 3間の東西棟である。方位は北より東に振つ

ている。寸法は桁行・梁間ともに総長4.5m、 柱間1.5m等間隔で各 5尺と推定される。

柱掘形は九柱を遺すものが一辺0。6mで基本とするが、その間に存在する角柱を遺すもの

は0.4mと 小さいものである。角柱は断面長方形するもので、九柱は 6面 から8面に面取

りされていた。共に材質は檜である。角柱は抜住ではなく束柱の可能性がある。柱穴のう

ち4本を除いて他のすべてのところに柱痕を留めていた。SD-1、 2と の距離や方向な

どの位置関係や柱痕の依存状況、他の建物の切合い状況から判断して一番新しい (排絶時

期)建物と判断される。

SB-2

SB-1の 西半で検出した桁行 1間以上×梁間 2間の東西棟である。方位はSB-1と

ほぼ同じである。寸法は桁行総長4.5m柱間2.lm(7尺 )+2.4m(8尺 )、 梁間柱間 1.5

m(5尺 )であった。柱掘形は一辺70cmの隅九方形のものがほとんどであった。柱痕は留

めていなかつた。方向は同じであるが、SB-1の 柱穴によりSB-2の 柱穴が切られて

いることからSB-1よ りも古い時期に存在した建物であると判断できる。

SB-3(第 64図 )

SB-1の 南西隅に位置する部分で検出した桁行 3間以上×梁間 1間の東西棟である。

方位はSB-1、 2と ほぼ同じである。寸法は桁行総長4.8m以上柱間1.8m(6尺 )、 梁

間総長3,3m(11尺)であった。柱掘形は一辺約30cmの方形のもので構成されていた。柱痕

は留めていなかった。 SB-1と 方向が同じで切りあっている柱はないが、位置的に重な

るためSB-2と 同時期に存在し一緒に群を構成するものと考えられる。
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SB-4(第 63図 )

SB-1の 南西で検出した桁行 2間×梁間 2間の東西棟である。方位はSB-1よ りや

や西よりである。寸法は桁行総長3.9cm柱間2.lm(7尺 )+1.8m(6尺 )、 梁間総長3。 3

m柱間1.5m(5尺 )+1.8m(6尺)であった。柱掘形は一辺20ch～ 40cmの方形のもので

構成されていた。柱痕は留めていなかった。一部の柱穴がSD-2に よつてきられている

こと、P-2が SB-1の P-4に よってきられていることからSB-1よ り古い建物で

あると判断できる。

SB-5

SB-4の 北側で検出した桁行 2間 ×梁間 1間の南北棟である。方位はSB-4と はぼ

同じである。寸法は桁行総長2.7m柱間1.5m(5尺)+1.2m(4尺 )、 梁間柱間1.8m(6

尺)で あった。柱掘形は一辺30cm～ 50cmの方形のもので構成されていた。柱痕は留めてい

なかつた。方位がSB-4と ほぼ同じであることと位置的なことから同時期に存在し一緒

に群を構成するものと考えられる。

SB-6(第 64図 )

調査区の中央、SB-1の 北に広がる空間地で検出された。桁行 5間 ×梁間 1間以上の

南北棟である。方位はSD-1よ りわずかに東に振つている。寸法は桁行総長13.5m柱間

2.4m(8尺)+2.4m(8尺 )+2.7m(9尺)+2.7m(9尺 )+3.3m(11尺 )、 梁間柱

間1.5m(5尺 )であった。柱掘方は70cm～ 90cmの隅丸長方形のもので構成されていた。柱

痕は径20cmの面取りされた柱痕が 6本検出された。柱痕が依存していること、SD-1と

ほぼ方位が同じであることから一番新しい建物の一群と考えられる。

SD-7

SD-6の ほぼ中央で検出した桁行 1間以上×梁間 2間の東西棟である。方位はSB―

4と ほぼ同じである。寸法は桁行柱間1,6m、 梁問総長 6m柱間 3m(10尺 )+3m(10尺 )

であった。柱掘形は一辺60cmの隅丸方形のもので構成されていた。柱痕は留めていなかっ

た。SB-4、 5と 同時期に存在し一緒に群を構成するものと考えられる。

SB-8

SB-7の 北に位置するところで検出した桁行 2間以上×梁間 2間 の東西棟である。方

位はSB-3と ほぼ同じである。寸法は桁行柱間1.5m、 梁間総長4.2m柱間2.lm(7尺 )

等間であった。柱堀形は40cmの方形のもので構成されていた。柱痕は留めていなかった。

方位からSB-2、 3と 同時期に存在し一緒に群を構成していたものと考えられる。
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SB-10

調査区の耳ヒ西で検出した桁行 1問以上×梁間 4間の東西棟である。方位はSB-9と ほ

ぼ同じである。寸法は桁行柱間1.8m、 梁間総長7.8m柱間2.lm(7尺)+2.4m(8尺 )

+2.4m(8尺)+0。 9m(3尺)であった。柱掘形は一辺30cm～ 70clllの方形のもので構成

されていた。柱痕は留めていなかった。

SB-11(第 64図 )

調査区の中央で検出した桁行 1間以上×梁間 6間の南】LInで ある。方位はSB-6と ほ

ぼ同じである。寸法は梁間総長13.8m柱間2。 lm(7尺)+2.4m(8尺)+2.lm(7尺 )

+1.8m(6尺)+2.4m(8尺 )+3.Om(10尺 )で あった。柱掘形は30cm～ 50cmの方形の

もので構成されていた。柱痕は留めていなかった。

濤   :

SD-1

調査区の南端を東西に走る濤である。幅は約 2mで深さは約2(漸であった。この濤の東端

のトレンチ沿で墨書土器とともに多量の土器が出土している。

SD-2、 3

SD-1の 中央よりやや西よりのところから直行するように取りついて首北に走る濤で

ある。 SD-2は SB-1の 建物を囲うようにSB-5の 横でクランクして、さらに真っ

すぐに北に伸びる。クランクしてからをSD-3と してとりあつかった。位置、方向から

考えて SD-1と 同時期で SB-16等 の最後の段階の建物に伴 うものと考えられる。こ

れらの濤や建物の方向は磁北から西に大分振っており現行水田の条里に沿っている。

SD-4、 5

調査区のほぼ中央で南北に走る濤であるが、途中で T字 に分岐する。 SD-3や 全ての

建物によって切られている。方位はほド磁北を向いており、条理制以前の南北地割に沿 う

濤であると考えられる。

SD-6

調査区の中央よりやや】しよりを南北に走る濤である。南をSD-1に 切られ終わってい

る。北は トレンチ外に伸びる。 SD-4と 同じように磁北を向ぃている。

SD-7、 10

調査区の北をトレンチに対 して東西に走る濤である。 SD-7は 東が トレンチ外にのび

西はSD-3に よって切られている。 SD-101よ トレンチに対 して東西に走る濤で東西に
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突 きっている。中央で SD-3が 直行するように切っている。

SD-11

SD-7の やや南を トレンチに対 して東西にた り、東の壁際で直角に曲がり北行するも

のである。途中をSD-3、 SD-7に よって切られている。

井 戸

SE-1

SD-11の北側 に位置する素堀の井戸である。形状は径約 lmの円形を呈 していた。深

さは約 lmで あった。

土 羨

SK-1

SD-6と SD-3の 間に扶まれた空間地に存在する土壊で SD-6に よって切られて

いる。形状はアメーバ状を呈 していた。                  (木 戸 )

(2)遺 物

包含層出土遺物 (第 66図 )

土師器杯 (366～ 368)

いずれも回転台成形のもので粘土紐を巻き上げた後、巻き上げ痕に沿 うように横ナデを

施すものである。366はやや大型製品である。367はやや広い平底の底部になっており口縁

部下で段になり端部が肥厚する日縁部を呈する。368は小さな未調整の湾曲した底部のもの

で、口縁部は丸くおさめる。

土師器椀 (369～ 372〉

いずれも回転台成形による粘土組巻き上げによって成形されるものの底部のみと考えら

れる。

糸切り底須恵器杯 (385、 386)

いずれも底部を静止糸切りした須恵器の杯の底部である。体部はロクロ横ナデによって

調整されている。色調は青灰色を呈してぃる。湖西地方を中心に広く分布しているもので

ある。

須恵器杯蓋宝珠部 (373～ 375)

373は頂部が若千窪む平坦な宝珠である。374は頂部が飛出した笠形を呈する宝珠である。

375はやや項部が飛出した平坦な宝珠である。
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須恵器杯蓋 (376～ 384)

376、 378は器高が高く体部が九く、日縁端部が真っすぐに立つものである。377、 379は

平坦な項部から屈曲するように日縁部を突出させ口縁端部を外側にひらかせるものである。

381、 383、 384は平坦な頂部から斜めに下りる口縁部をつくり、口縁端部を真っすぐにたた

せるものである。381はやや項部が突出した平坦な宝珠を付けている。380(382は 平坦な頂

部から斜めに下りる日縁部をつくり、日縁端部を尖らせ内傾させるものである。

須恵器高台付杯 (387～ 400〉

いずれも、小さく低い貼付けられた高台を有しているものである。高台径からほぼ8 cm

のもの (387、 391、 392、 394、 395、 397、 398)と ほぼ10cm(388、 389、 398、 396、 399〉 と15cm近い

もの (390、 400)と に分けられる。

須恵器皿 (53)

ヘラ切りされた後、ナデ仕上げをおこなった広い底部のもので、器高は低 く口縁部が外

にくの字に開くものである。端部は面を持つ。

須恵器広口重 (408)        i,

頸部から張出した肩部胴部にかけての破片である。幅の広い横ナデによって成形されて

いる。

須恵器短頸壺 (409〉

張出した肩部から内傾し短い頸部から日縁部を形成して端部を九くおさめるものである。

須恵器重底部 (410～ 411)

いずれも、壷の底部と考えられ410はやや斜めに張出した高台が貼りついているものであ

る。411は、はの字に貼出した高台を有するものである。4121よ無高台の平底のものである。

緑釉陶器椀 (413、 414)

いずれも、椀の高台である。413は内外面ともにヘラ磨きされた後、全面に淡緑色の釉を

かけられたもので尾張系産のものと考えられる。         :・

灰釉陶器皿 (401〉

段皿の口縁部である。ケズリにより成形されたのち刷毛により釉がぬられている。

灰釉陶器椀底部 (402～ 407〉

402、 403、 404、 405は張付高台が三日月形を呈するもので黒笹90号窯相当と考えられる。

406、 407は貼付高台がはの字に張出すもので折戸53号窯相当と考えられる。
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SD-1(第 67、 68図 )

土師器杯 (415～ 418、 450〉

いずれも、いわゆる回転台土師器である。粘土紐の巻き上げによる成形によってつくら

れた体部に横ナデを施したもので、体部全体に段が残つている。未調整の底部から斜め上

方に立ち上がってやや外反するように口縁部をひらかせるもので端部を丸くおさめるもの

である。

土師器皿 (419、 420、 451〉

いずれも回転台成形によるもので平坦な広い底部から、419は斜め上方に口縁部が立ち上

がったもので端部を丸くおさめる。420、 451はやや内湾するように口縁部が立ち上がるも

ので端部をまるくおさめる。

土師器鉢 (421、 449〉

回転台成形によるもので、やや狭い底部から大きく内湾するように立ち上がらせた口縁

部をもつもので421は端部の内面に稜をもつように肥厚させ、449は端部を外方につまみ出

す。

土師器甕 (452、 453)

452は小型のものでくの字を呈する口縁部をもつもので端部は内側につまみだされている。

内面は横方向のハケロが施されており、外面は縦方向にハケロが施されている。453は球形

の体部からくの字にひろがる日縁部をもつもので、端部に面をもつものである。内面は乱

ハケロが施されており、外面は体部上半から頸部までを斜め方向のハケが施され下半は縦

方向のヘラケズリが施されていた。

須恵器杯蓋 (431～ 437)

431は平坦な項部から外反するように立ち上がらせて、面をもたせ真っすぐにたたせた端

部をもつものである。転用硯として使用している。また、外面頂部左側に「縣大家」と墨

書されていた。432～ 4望はやや湾曲した体部から内湾するように口縁部を形成するもので、

端部に面をもたせ内傾させるものである。432に は頂部がやや突び出す笠形をした宝珠を貼

付けているものである。435～ 437は平坦な体部から面をもって尖った口縁端部を内径させ

るものである。435は項部に平坦な宝珠を貼付けている。転用硯として使用されている。

須点器杯 (422、 438～ 444)

438～ 442は平底の底部から口縁部を真っすぐにたちあがらせるものである。いずれも丁

寧な横ナデによって成形されている。422、 443、 444は底部に貼付け高台を有するものであ
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る。

須恵器広口壷 (455)

斜めに立ち上がった体部が肩で鋭い稜を形成して、くの字に曲がるものである。貼り付

けられた頸部からは大きく開く口縁部がのびるものである。途中に2条の沈線が巡る。高

高は、はの字に開く。

須恵器長頸重 (454、 456〉

いずれも長頸壷の日縁部で長い頸部から開く口縁部が外方に開き、

もって上方に立ち上がるものである。

須恵器短頸壷 (424)

張りだした体部から直立するように頸部を短く立ち上がらせたもので、端部を外方につ

まみださせるものである。

軟質緑釉陶器椀 (423)

いわゆる幅が厚く低い蛇の日高台を有するものである。素地は淡白褐色の軟質のもので

淡緑の釉がかかっている。京都系のものと考えられる。

灰釉陶器椀 (425～ 429、 446、 448〉

425、 426、 427、 428、 429、 448は いずれも貼付けの三日月形高台を有するもので、強いロクロ

横ナデによって成形されたやや内湾しながら立ち上がる体部から、端部を外方に外反する

させ九くおさめるものである。いずれも淡緑色の灰釉が塗られている。427は内面見込みに

筆により横方向に釉が塗られている。また、427、 428には底部高台内面に「越殿」と丁寧

な書体で墨書されていた。429には底部高台内面にやや崩れた書体で「越家」と墨書されて

いた。446には底部内面に「越殿」と墨書されていた。いずれも黒笹90号窯相当と考えられ

る。

灰釉陶器皿 (430、 445)

430は底部から斜め上方に立ち上がる底部に貼付けられた三日月形高台を有するものであ

る。強い横ナデによる成形による段を明瞭にのこしている。口縁部はやや外反させながら

外方にうまみ出して丸くおさめるものである。内外面の縁に淡緑色の灰釉が塗られている。

底部高台の内面にはやや荒い書体の「越殿」の墨書が施されている。445は貼付けられた三

日月形の高台を有する段皿の底部である。いずれも黒笹90号窯相当のものと考えられる。

そこから端音|が面を
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SD-2(第 68図 )

須恵器杯蓋 (466)

ヘラ切りされて平坦な項部からロクロ成形による横ナデにより調整され、内湾するよう

に屈曲させた口縁部から口縁端部をやや外開き気味につまみだすもので口縁端部に面を持

つものである。頂部には平坦な宝珠つまみを貼 り付けている。

須恵器杯 (460～465)

460は大きく「ハ」の字に開く口縁部を有するものでロクロ成形による横ナデにより調整

されているものである。462～ 464は いずれも杯の底部である。いずれも高台が員占り付けら

れているが少しずつ細部の形が異なっている。462はやや「ハ」の字に開き端部を内側につ

まみだしている。463は 「ハ」の字に開き端部を外方につまみだしている。464は短く真つ

すぐに立つもので端部が窪んでいる。

底部糸きり須恵器杯 (461、 465〉

いずれも底部を糸 きりによって切り離されたもので、平坦な底部は体部からケズリ出さ

れている。

須恵器重 (467、 468)

いずれも口縁部で、「ハ」の字に開く頸部から467は受け口状に一度夕1方につまみだされ

た口縁部はそこから真っすぐ上方につまみだされて縁を作っている。468は 口縁部タト方につ

まみだしやや幅の広い縁を作り出しているものである。色調はいずれも暗灰色を呈する。

軟質緑釉陶器椀 (459)

幅が広く厚く低い蛇の日高台を有するものである。素地は淡白褐色を呈するもので軟質

焼成のため磨減著しく緑釉は禿げている。京都系のものと考えられる。

灰釉陶器椀 (457、 458)

いずれも三日月形の高台を有するもので、体部は強いロクロによるヘラ削りによって成

形されている。458の高台見込み部分には一部を欠損しているが「越口」の墨書が認められ

る。

SD-3(第 68図 )

土師器杯 (478～ 483)

いずれもロクロ回転台によって成形されたものであるが、形態から3つ に区別できる。

478、 479は平坦で小さな底部から「ハ」の字に上方に体部が伸びるもので口縁端部を九く

収める。480、 483はやや丸い底部から内湾するように体部が立ち上がり口縁端部を九く収
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めるものである。482、 483は広い平坦な底部から屈曲するように短い体部を立ちあがらせ

るもので口縁端部をつまみだしている。

土師器杯高台付き (485～ 486〉

いずれも「ハ」の字に開く貼り付け高台付きの上師器の杯の底部であると考えられる。

土師器皿 (484)

ロクロ回転台により成形された皿で、平坦で広い底部から内湾するように短 く体部をた

ちあがらせるものである。

土師器甕 (488、 489、 585〉                    十   ,

585、 488は屈曲して外方に開く口縁から端部を上方に強くつまみ出されたものであり端

部に面を持つ。外面は縦方向の細かなハケロを施し内面は横方向のハケロを施している。

外面と口縁部内面に煤が付着している。489は受け口状に日縁部が立ち上がるもので端部は

真つすぐに立ち上がり九く収めるものである。

黒色土器鉢高台付き (487〉

高台付きの鉢の底部と考えられる。内外面ともにヘラ研きが施されている。外面は淡褐

色を呈し、内面はカーボンが付着している。

須恵器杯蓋 (476、 477〉

いずれも平坦な項部からやや下方に屈曲して口縁端部を小さくつまみ出すもので端部に

面を持っている。

須恵器杯 (471～ 474)

471、 472は高台のないものである。平坦な底部からほぼ真っすぐに立ち上がる体部を有

し端部を鋭く収めるものである。471の底部には「越家」と墨書されていた。他はいずれも

高台付きのものであるが473は「ハ」の字に開くもので端部を外につまみだしている。474

は足の短いものである。475は真つすぐに立ち端部が窪むものである。

須恵器甕 (478〉

頸部から屈曲して外方につまみだされた口縁部をもう一度面を成形して内側におり曲げ

端部を内側につまみだすものである。

灰釉陶器碗 (469、 470〉

いずれも強いロクロによるヘラ削りにより体部を成形されて底部に三日月高台を有する

碗であるが、やや内湾気味に立ち上がる体部から口縁部が外方に開き口縁端部を折り曲げ

るように外方につまみだすものである。
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SD-4(第 69図 )

土師質土器 (497〉

不調整の底部から斜め上方に立ち上がる口縁をもつもので端部を丸く収める。日縁部を

一度だけ横ナデを施している。内面見込みには横方向のハケロが残っている。おおよそ、

13世紀代のものと考えられ混入遺物と考えられる。

SD-7(第 69図 )

軟質緑釉陶器椀 (490～ 493〉

いずれも、幅が厚く低い蛇の日高台を有するものである。素地は淡白褐色の軟質のもの

で淡緑色の釉がかかっている。京都系のものと考えられる。

SD-8(第 69図 )

土師土器皿 (496)

平坦な底部から屈曲するように斜め上方に回縁部が立ち上がるもので端部を外方につま

みだすものである。体部はロクロ回転台による横ナデによって成形されている。

須恵器短頸重 (494〉

真っすぐに立つ胴部から一度肩部で強い稜を持ち、強い横ナデによる成形により内傾す

るように立ち上がらせたのち頸部を短く真っすぐに立ち上がらせて端部を外方につまみだ

すものである。

SD-10(第 69図 )

須恵器重 (495〉

重の底部と考えられるものである。底部は箆起こしの痕が認められる。体部は内外面と

もに強い横ナデによって成形されている。

SP-1(第 69図 )

須恵器杯蓋 (498〉

平坦な項部から一度屈曲させ口縁部を形成させて、回縁端部を端部に面を持つように真

っすぐにたちあがるようにつまみだすものである。欠失しているが天頂部には宝珠つまみ

がついてぃたものと考えられる。柱掘形から出上している。

SP-2(第 69図 )

須恵器杯蓋 (499〉

平坦な項部から一度屈曲させて口縁部を形成して、日縁端部を端部に面を持つように真

っすぐにたちあがるようにつまみだすものである。

―-126-―



SP-3(第 69図 )

須恵器杯蓋 (500)

宝珠つまみのあった痕跡のある天頂部から湾曲するように体部を形成させ、口縁部で一

度屈曲させ口縁端部をつまみだすものである。項部には丁寧な「林家」の墨書が認められ

る。

SP-4(第 69図 )

須点器大杯 (501)

ヘラケズリされ平坦な底部から体部を斜め上方にたちあがらせ口縁端部を鋭 くつまみだ

すものである。高台は平坦で短いものが員占り付けられている。体部は強いロクロ横ナデに

より成形されている。

SP-5(第 69図 )

須恵器杯 (502)

ヘラキリされた平坦で広い底部から短 く斜め上方に立ち上がらせ、日縁端部を外方につ

まみだすものである。体部は強いロクロ横ナデにより成形 されている。    (木 戸 )
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6.第 6ト レンチ

第 6ト レンチは道路センター杭No.1+45か らNo l+35ま でを設定して調査を実施した。調

査の結果、第 5調査区から続くと考えられる掘立柱建物群とその外郭を流れる溝群、また、

大外を囲う濤が検出された。以下にそのおもな遺構と遺物について記述を加える。

(1)遺 構 (第 71図 )

柵列

SA-2

調査区の北東で検出した南北列で一部をSB-12に切られる4間分の柱穴を確認した。

SA-3

調査区の中央で検出した東西列で SD-2の 間を繋 ぐように 1間分の柱穴を確認した。

門の可能性がある。

掘立柱建物

この調査区においては確実に掘立柱建物と判断されるものを全てで 8棟検出した。

SB-12(第 70図 )

調査区の北西で検出した桁行 2問 ×梁間 2間のもので構造から倉庫と考えられる。寸法

は梁間総長4.5m、 柱間2.4m(8尺 )+2.lm(7尺 )で桁行総長3.6m、 柱間1.8m(6尺 )

+1.8m(6尺)であった。柱掘方は一辺80cm位の方形のものがほとんどであったが一部柱

の抜き痕が認められる。よって、柱痕は認められなかつた。 SB-14と 同じ方位を持つて

いる。 '

SB-13(第 70図 )

調査区の東端で検出した桁行 1間以上×梁間 5間の東西棟である。方位はSA-2と ほ

ぼ同じである。寸法は桁行総長10.5m、 柱間北から2。 lm(7尺)+1.8m(6尺)+2.4m

(8尺)+2.lm(7尺 )+2。 lm(7尺 )で梁間柱間2.1即 (7尺)であった。柱掘方は方

形ないし長方形のものがほとんどであった。柱痕は 1本だけ認められた。

SB-14(第 70図 )

調査区の北端で検出した桁行 2間以上×梁間 2間の東西棟である。方位はSB-12と ほ

ぼおなじである。寸法は桁行総長4.5m以上、柱間西より2.4m(8尺)+2.lm(7尺)以

上、梁間総長3.3m、 柱間北より1.5m(5尺 )+1.8m(6尺)であった。柱掘方は一辺50

cm～70cmの方形のものであった。柱痕はみとめられない。
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SB-14

調査区の北端で検出した桁行 2間以上×梁間 2間の東西棟である。方位は SB-12と ほ

ぼ同じくしている。寸法は桁行総長4.5m、 柱間西から2。 4m(8尺 )+2.lm(7尺 )で梁

間総長3.3m、 柱間南より1.8m(6尺)+1.5m(5尺 )であった。柱掘方は全て50cm～ 70

cmの方形のものであった。柱痕は認められなかった。

SB―-15

桁行 1間以上×梁間 2間の東西棟である。寸法は桁行柱間2.lmで梁間総長4.5m、 柱間

南から2.4m(8尺 )+2.lm(7尺 )で あった。柱掘方は30cm前後の方形ないし円形のも

のであった。柱痕は認められなかった。

SB-16

桁行 1間 ×梁間 1間の東西棟である。方位は SB-18、 19と ほぼ同じくしている。寸法

は桁行総長2.4m(8尺 )、 梁間総長1.5m(5尺 )で あつた。柱掘方は30cm位 の方形、円

形のものであった。柱痕は認められなかった。

SB-17

桁行 1間×梁問 1間の南北棟である。寸法は桁行総長2.lm(7尺 )、 梁間総長1.8m(6

尺)で あった。柱掘方は30伽位の方形、長円形のものであった。柱痕は認められなかった。

SB一-18

桁行 2間 ×梁間 1間の東西棟である。寸法は桁行総長3.6m、 柱間西より1.5m(5尺 )

+2.lm(7尺 )で梁間総長1.8m(6尺)であった。柱痕は認められなかった。

SB-19

桁行 1間以上×梁間 1間 の東西棟である。寸法は桁行柱間2.lm(7尺 )+梁間総長2.4

m(8尺 )で あった。柱痕は認められなかった。

濤

SD-1

SB-18に重なるように東西に走る濤である。幅は約 0。 6mで、東は調査区外に伸びるが

約3.3m程検出した。

SD-2

SD-1の やや南を同じ様に東西に走る濤で SB-18と SD-3に よって切られている

幅は約 0。 5～ lmで、東は調査区外に伸びているが5.5m程検出している。
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SD-3

SD-2の 南を東西方向に調査区に対してやや振るように走る溝である。幅は0。 6mで東

は調査区外に伸びているが5,5m程検出している。

SD-4、 6、 7、 8

いずれも長さは違 うが、調査区の南側を調査区と平行に南北に走る濤である。幅はいず

れも0。 7mを 計る。

SD上 9

調査区の南西端に位置する濤であるが、先がやや北に曲がったところで SD-4、 6、

8に よつて切られている。

SD-10

調査区の南端を東西に走る濤の肩の部分を検出している。館跡の南限界を示すものと考

えられる。                                 (本 戸 )

土羨

SK-1

SD-3に よって切られ、 SD-7を 切る長円形の土羨である。

(2)遺 物

包合層出土遺物 (第 72図 )

土師器杯 (509〉

回転台成形による杯の底部である。色調は淡掘色を呈する。

須恵器杯蓋 (512～ 514)

512は器高が高く狭いヘラ削りされた項部から、体部が斜めにさがったところから稜を持

つように内側に口縁部をおり曲げるもので、端部を鋭く収める。5131よ平坦な頂部から短く

斜めに下がった体部から口縁端部を真っすぐに立ちあがらせるものである。54はやや丸み

を帯びた頂部から体部を一旦屈曲するように形成したのち、日縁部を真っすぐに立ち上が

らせるものである。

須恵器高台付杯 (515～ 519〉

ぃずれも、小さく低く貼り付けられた高台を有しているものである。高台の形と高台径

から、径約 7 cmで丸く収め端部を外方につまみ出すもの (516)と 径約 9 cmで方形で端部が

平坦なもの (518)と 径1lcmで方形で端部が平坦なもの (515、 517)と 径約19cmで九く収め
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端部を外方につまみ出すもの (519)と に分けられる。

須恵器広口壷 (520～ 523)

520は大きく外方に広がる口縁部から端部を面を持つように真っすぐに立ち上がらせるも

のである。521は大きく外方に広がる口縁から面を持つように口縁端部を垂下させ玉縁状に

したものである。522は足状の貼り付けられた高台を有する底部である。523は平坦な底部

を有するものである。

灰釉陶器皿 (503、 504〉

やや内湾するもの (503)と 外反するもの (504)で いずれも端部を丸く収める。体部は

ヘラケズリによって成形されている。

灰釉陶器椀底部 (505、 506、 507、 510)

いずれも高台が三日月形を呈するものである。505の高台内見込みには「越一」とみられ

る墨書が認められる。

灰釉陶器壷底部 (511)

やや厚い体部から外方に張りだした足状の貼り付け高台のついた壷の底部と考えられる。

黒色化土師質土器皿 (525)

斜め上方に立ち上がり口縁端部を九く収めるものである。口縁端部を一度横ナデしてい

る。外面には成形時の指頭圧痕が残っている。内面には花弁状のら旋ミガキが施されてい

る。

黒色化土師質土器椀 (524、 525)

底部と口縁部の一部である。

信楽焼陶器甕底部 (528)

色調淡褐色を呈するもので、外面底部近くは板状のものによるケズリが認められる。他

は内外面ともに指によるナデが施されている。

白磁壺底部 (527)

平坦な底部から九みを帯び外反する体部を持つものである。内外面ともにヘラケズリに

より成形されている。外面の底部近くまで白い釉によって施釉されている。

SD-1(第 73図 )

転用硯 (531)

三日月高台を有する灰釉陶器椀の底部を硯に転用したものである。高台見込みに多量の

墨痕が認められる。
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SD4 (第 73図 )

平瓦 (544)

瓦の端の部分で外面を荒い縄日、内面細かな布日で成形 している。遺跡全体で数点瓦の

破片と考えられる遺物を採取 していることから一部瓦葺きであった可能性も考えられるが

全体量からは少なく判断できない。

SD-6(第 74図 )

土師器椀 (537)

回転台成形による粘土巻き上げによって成形されたものの底部と考えられる。

土師器高杯 (542、 543)

脚部を面取 りした高杯の脚部である。内面には最上部を横方向のヘラ削りされたあと、

中段は縦方向の紋 りの痕が認められ、下段では指頭圧痕が認められる。

黒色土器椀 (539、 541)

色調淡視色 を呈 し、胎上金雲母を多量に合むもので内面から外面の日縁部にかけてカー

ボンの吸着が認められる。内面は日縁端部に一条の沈線と細かなヘラによる磨 きが認めら

れる。

須恵器杯蓋宝珠つまみ (530〉

全体に平坦で天項が凹む宝珠つまみである。

須恵器高台付杯 (538〉

径 7 cmを計る方形でまっすぐな高台を有する杯の底部である。

須恵器重底部 (540)

平坦な底部から体部が真つすぐに立ち上がるものである。横ナデによって成形されてい

る。

灰釉陶器皿 (534、 535)

一段段になって外方に開く段皿 (534)と やや内湾ぎみに立ち上がるもの (535)で ある。

灰釉陶器椀 (536〉

内湾するように立ち上がる体部に「ハ」の字に外方に踏張るように開く高台を有するも

のである。

SD-7(第 73図 )

灰釉陶器椀 (532〉

内湾するように立ち上がる体部に「ハ」の字に外方に踏張るように開く高台を有するも
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のである。

SD-8(第 73図 )

灰釉陶器椀 (533)

内湾するように立ち上がる体部に三日月形を呈する高台がつく灰釉陶器の椀である。

SP-1(第 73図 )

転用硯 (529〉

平坦な項部から一度屈曲するように体部を折れまがらせ、日縁部を形成し端部を真っす

ぐに立ち上がらせる須恵器杯蓋である。内面には墨痕が認められ硯に転用されたものと考

えられる。 (木戸 )

529

538

(Ξ三三二三三士三岳:ョ巨1'540

0                          15cm

第 6ト レンチ出土遺物実測図

学
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ア.第 フトレンチ

第 7ト レンチは道路センター杭No.1+80か らNo 2+20ま でを設定して調査を実施した。調

査の結果、第 5調査区から続くと考えられる。溝跡 と掘立柱建物や土羨とその外郭を流れ

る溝跡が検出された。以下にそのおもな遺構と遺物について記述を加える。

(1)遺 構 (第 75図 )

掘立柱建物

SB-20(第 74図 )

調査区のほぼ中央で検出した桁行 2間以上×梁間 2間の東西棟である。寸法は桁行総長

5。 lm(17尺 )で梁間総長3.9m、 柱間1.8m(6尺 )+2。 lm(7尺 )であった。柱掘方は

30cm位の方形のもので構成されていた。柱痕は 3本検出されている。

溝

SD-1

調査区の耳ヒ端に調査区と直行するように東西に走る溝の肩を検出した。第 6調査区のS

圏

SB-20

黒青灰色粘土

黒灰褐色粘土

40cm

一‐（昭陪ЪＯョ 圏

Ч
8
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趨

0           5m

第74図 第 7ト レンチ建物平面図
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D-10と 同じように館跡を区切る周囲の大きな濤の北辺 と考えられる。

SD-2

SD-1の 南側を同じように東西に走る幅約 lmの濤である。出土遺物から中世代の遺

構 と考えられる。

SD-3、 4

SD― とSD-2に よって切られる短い南】ヒ方向に走る濤である。

SD-5

調査区の中央を斜めに横切るように南】し方向に走る幅約1.5mの濤である。真北に走る方

位から条里制以前の溝跡 と考えられる。

SD-7

SB-20の南を添 うように東西に走る濤である。途中をSD-8に よって切られている。

両端とも調査区外に続 くが、東端では水溜状に方形の土渡になっている。

SD-8、 9

第 6調査区の SD-3か ら続 く建物を囲う溝の続 きであるが、途中で SD-9と SD―

8と に別れ各々ともに東に直角に曲がつている。

SD-10

調査区の南端に第 6調査区との間を東西に走る幅の広い濤である。

SD―-11

調査区の南東の隅に位置する溝で直角に曲がるコーナー部分が検出されている。

土壌

SK-1～ 5

調査区のほぼ中央をほぼ一列に等間隔に掘られた土羨で、径 lmの長楕円を呈している

ものである。性格はよくわからない。                    (本 戸 )

(2)遺 物

包含層出土遺物 (第 76図 )

土師器杯 (564)

丸い底部から体部を湾曲するように立ち上がらせ、斜め上方に口縁部つまみ出し端部を

九く収めるものである。体部はヨコナデを施 している。

土師器椀 (563〉
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軟質の上師器であり、長石を主とした細砂粒を全体に合んだ胎土である。

須恵器杯蓋 (545～ 549〉

545は転用硯である。天頂がへこむ宝珠つまみのついたやや窪んだ頂部からななめ下に体

部が垂下し、口縁部を直角に下り曲げるもので端部を鋭く収める。内面に墨跡が認められ

る。546は天頂が平坦な宝珠つまみのついた、おおきく窪んだ頂部をもつものである。547、

器高が低 く平坦な項部から一度屈曲するように回縁部を形成して口縁端部を少しだけつま

み出すものである。549はやや器高が高く、平坦な頂部から体部力可己曲するように垂下し口

縁部を形成するもので回縁端部を少しだけつまみだすものである。

須恵器広口壺 (562)

大きく斜め上方に立ち上がる口縁部を持ち、口縁端部を「く」の字に外方に折曲げ縁を

形成するものである。

瀬戸縁折皿 (565)

斜め上方に立ち上がった体部から、手の字に口縁を一旦ひらかせ縁を内側におり曲げる

ものである。

司
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第76図 第 7ト レンチ包含層出土遺物実測図
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566

566～ 569 : SD― -1, 570i S D―-8

5711572: SD―-2, 573, SD―-4

第77図 第 7ト レンチ出土造物実測図

SD-1(第 77図 )

土師器皿 (567)

広 く平坦な底部から屈曲して内湾するように外方に立ち上がる口縁部をもつもので端部

を丸く収める。口縁内面には一条の沈線が廻 る。外面は横ナデされ内面はヘラミガキされ

ている。

土師器杯 (568〉

九い底部から内湾するように立ち上がる体部から、口縁部を真っすぐに立ち上がらせ口

縁端部を丸く収めるものである。内外面ともにヘラミガキされた後、横ナデが施されてい

る。

須恵器杯蓋 (566〉

平坦でおおきな項部から、斜めに体部が垂下し口縁端部を小さく折曲げるものである。

須恵器壺底部 (569〉

ロクロにより成形された厚い体部の小さな底部に足状の外方にそっぽを向く高台を貼り

付けた壷である。

SD-2(第 77図 )

土師質土器皿 (571、 572)

571は不調整の九い底部から、やや内湾するように口縁部を屈曲させるもので端部を九く
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収めるものである。口縁部を一度だけ横ナデしている。572は尖底の底部から斜め上方に体

部を立ち上がらせ口縁部を屈曲させるもので端部をやや外方 t子つまみだしている。体部を

指頭圧痕で成形し、口縁端部を一度横ナデしている。

SD-4(第 77図 )

信楽焼甕 (573)

外方に開く口縁部を玉縁状に折り曲げ、口縁端部を外方につまみ出すように折り曲げる

ものである。

SD■ 8(第 77図 )

須恵器高台付杯 (570)

底部再台径10cmを 計るもので台形状のやや外方につまみ出す高台を有するものである。

(本戸)
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V.笠原南遺跡の理解と今後のために

笠原南遺跡が本県道による試掘調査によって発見されるまでは、このあたりの地は旧野

州川の河ナH敷で当時においても住むには適さないと考えられていて、古代の集落跡が存在

するとは考えられてはいず、発見されることもなかった。昭和58年度から4年間に亘る調

査の結果、有史以前と有史以後の大きくみて 2つの時代の集落によって笠原南遺跡は構成

されていたことが半J明 した。

報告書を閉じるにあたってはここで得られた成果をこれらの 2つの時代の集落に区切っ

てその構成を見て、笠原南遺跡の理解と地域史の解明のために最大限の成果と問題点をあ

げ結びとしたい。          「

1.弥生時代終末～古墳時代初頭の笠原南遺跡

(木戸 )

(イ )検出遺構から

今回の調査では、結果的にみて調査区が遺跡のほぼ中央を縦断した形となっている。集

落の北端は古代野州川を北にみて川の左岸敷の砂レキ氾濫堆積が広範囲に続く部分から湿

原に変わる地点を経て川にほぼ平行に走り集落の内と外を区切る濤が数条認められた。南

端についても同じような集落を区切る溝が認められている。東西の端の状況については調

査区の制約から明らかにすることはできなかった。集落全体の状況としては周りに濤をめ

ぐらせたものか、両端を溝で扶まれた中州状のところに立地しているものと考えられる。

集落の範囲はおおよそ直径300mの範囲におさまるものと考えられ、集落の規模としては

近隣の服部遺肋等と比較してもさほど大きくない。時期的にみても存続期間は短く短命な

集落であったと考えられ、基村的な性格をもつものではなく枝村的な性格を持つものであ

つたと考えられる。また、方形周濤墓のような墓は全く検出されておらず、墓は集落内に

は存在せず西あるいは東の集落外を墓域としていると考えられるが、詳しくは今後の調査

を待たなければならない。

集落内においては井戸、土墳、溝や多数の柱穴が検出されたが、柱穴には豊富な地下水

と土壊によって多数の柱痕が遺存していた。年輪年代測定は出来なかったが、材質鑑定か

ら檜は非常に少なく杉と栗ばかりで構成されていることがわかり、周辺の本の植生を考え

ることができる。また、柱穴の底には柱の沈みを抑えるために未製品の農具やほぞ穴のあ

いた板材等を礎板としていたところもあった。建物は全て掘立柱建物で構成されていたと

考えられるが、調査区の限界から建物が確実に完結すると認められるものがなく集落ない
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の建物規模、配置などを類型化するにはいたらなかった。

守山市域、特に湖岸近くの集落においては非常に早い時期から掘立柱建物を導入した集

落が多いようである。大きな視野での全体の時間の流れのなかでは竪穴式住居から掘立柱

建物へと建物形態が移行していくのであろうが、個々のその様相は時期的に早い時期から

掘立柱建物を採用する集落が極致的に集中する場合、早い時期から両者が併存して現われ

ている場合、遅い時期に掘立柱建物が出現し両者が併存して転換していく場合、遅い時期

に一斉に掘立柱建物に転換してしまう場合等、各々の集落の地理的条件、人為的条件、政

治的要因等さまざまな要因によってその導入形態が違 うはずである。笠原南追跡ひとつを

とってそれを解明することは不可能であるが、近江においてもこのような視野から古代集

落研究において、今後早急にまず集落の成立年代を確定させ集落内での掘立柱建物の群と

配置と規模の類型化を行い比較検討し解明する必要があると考える。 (木戸 )

(口 )出土遺物から

調査の結果、昭和60年度調査区の第 5ト レンチを中心に多量の古墳時代初頭の土器が出

土した。ここでは本遺跡における古式土師器についての成果と問題点について述べておき

たい。器種構成としては、図示しえた遺物のうち甕が57%、 重が17%、 高杯が6%、 器台

が8%、 鉢が2%、 甑が3%、 その他 (甕及び壷の底部など)が 7%と なっており、甕が

全体の過半数を占めている。また甕のうち近江地方の在地土器である受国状口縁甕が、甕

の70%を 占めており、畿内地方の「く」の字口縁を持つ、通常の布留式の甕は10%と なっ

ている。笠原南遺跡では古墳時代になっても、受口状口縁甕に代表される在地の土器が衰

退、消滅し、布留式の「く」の字口縁甕に取って変わるということはなく、いまだ受口状

日縁甕が土器群の主流となっている。搬入品も東海系の重が数点と日本海沿岸地域系の高

杯が少量認められるだけである。

次に受口状口縁甕 (甕 I)についてであるが、日縁の形態としては斜め上方に立上った

後に上方に立上り、端部を横へつまみ出すタイプのものが主流をなしている。口縁部の屈

曲して立上る部分は弥生時代の第V様式段階の時のようにしっかりと稜をもって屈曲して

はおらずなだらかなものとなっている。また口縁部外面の文様にしても、庄内併行期まで

にみられた櫛描アU点紋や、さらに省略されたヘラ描沈線紋を残すものは少なく、大多数は

無紋でナデのみで終っている。内面の調整について特徴的なことがある、それは湖南地方

のうちでも野)H川流域では、受口状口縁甕の内面は圧倒的多数はヘラ削りが認められず、

ナデが主流である。たとえば♀山市金ヶ森西追跡、自山賀西追跡、R赤野井遺跡、日下ノ
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郷遺跡などでこの様相がうかがえる。ところが笠原南遺跡では受口状口縁甕の20%が内面

ヘラ削りを施している。湖西や湖北などでは内面ヘラ削りがかなり認められるが、これは

北睦地方などの影響と考えられる。これに対し笠原南追跡では、湖南地方の中にあって極

めて高い割合でヘラ削りを行なっているといえる。なぜこのような現象が見られるのだろ

うか。ここで、第 5ト レンチSE-3出 土土器に注目してみたい。

第 5ト レンチSE-3出 土土器は第43図 に示してあるが、317・ 318。 319が第 4層、320

が第 3層、321・ 322が第 2層出土となっている。出土層位からは、317→ 320→ 321と いう変

遷がたどれる。口縁部のみに注目すると317が型式学的には新しく考えられるが、胴部は

317→ 320→ 321と 長胴化していることからも、この)贋序の変遷を考えたい。320に注目して

みると胴部の内面一面と外面下半にヘラ削りを施している。第 4層の段階ですでに内面ヘ

ラ削りを通常とする布留式甕が存在していることから、布留式の浸透後に体部だけ布留式

の影響を受けた受口状口縁甕が存在すると考えることができる。第 4層では内面ヘラ削り

をしない受口状口縁甕と内面ヘラ削りする布留式甕が共伴 している。このあり方がこれま

での湖南地方の遺跡での主たるパターンであった。このように考えると、少ない資料では

あるが、湖南地方では内面ヘラ削りする受口状口縁甕は、やや後出して出現した可能性が

ある。しかしながら第 2層では再び内面ヘラ削りしない受口状口縁甕があるので即断はで

きない。

また、もう一つの考え方としては、通常内面ヘラ削りが認められない受口状口縁甕も本

来はヘラ削りを行なっていたという考え方ができる。当該期の受口状口縁甕はほとんどが

破片となって出上していて、完形で出土する例は少ない。これは体部が薄 くて割れやすい

ことから来ているのだろう。体部をここまで薄くつくるには、ヘラ削りの技法が用いられ

たと考えて然るべきではなかろうか。そしてヘラ削りの後にナデを後に施さなかったもの

がヘラ削りを残 したままで存在したと考えられる。

いずれにしても内面ヘラ削りの受口状口縁甕の出土例を湖南地方の中で集積する必要が

ある。そして良好な一括資料の抽出を行い、他の甕との関係、技術的検討などが今後のこ

の時代の土器研究の課題としてあげられる。 (森 )

2.平安時代前期の笠原南追跡

(イ )検出遺構から

今回の調査では、結果的にみて調査区が館帥と考えられる遺構の中央を南北に縦断した

形となっている。遺構の東西においては、東はまだより建物の密集している地域につなが
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っていると考えられ西については遺構の密度の状況から遺跡の端に近いあたりと考えられ

る。また、遺構の南北については、ともに館跡の両端を限定すると考えられる。現行条里

に添う東西方向の幅広い濤の肩が検出されている。これにより館跡の範囲はおおよそ 1丁

四方の範囲が考えられる。
⑤

濤囲いの敷地のなかには切りあいと建物の方向から5時期の建物跡が考えられる。遺物

が検出されていず成立年代を限定することはできないが、一番古いと考えられるI期の遺

構には条里制施行以前のいわゆる南北方向に走る溝が 3条確認されている。Ⅲ期の遺構に

は、 I期の濤を潰 して現行条里よりやや西にふった形で配置され掘立柱建物が確認された

Ⅲ期の遺構には、現行条里とほぼ同じ方向をもった掘立柱建物群を配置し始めⅣ期で建て

代えを行い、V期にいたって濤囲いをもった大きな掘立柱建物を配して、柱を遺 したまま

で廃絶しているё追跡はV期の濤から出土した遺物から8世紀後半～ 9世紀後半の少なく

とも100年以上は存続していたと考えられる。建物は主屋、脇屋、倉等で構成されていたが

調査区の限界から配置を明らかにすることはできなかった。建物は全て掘立柱建物で、時

期が下がるにつれて柱と掘形は大きなものになっていた。柱は直径20～30cmの多角形に面

取りされた円柱もしくは角柱で構成されており、材質は杉と檜であった。遺跡からは数点

の瓦が出土しているが、これだけでは瓦葺きかどうかは判断できなかった。

遺跡の位置は野州郡条里 11条 12里に位置し、すぐ東を現在も基道として多くの車た

ちが行き交っている古道と考えられる道によって、南は古代南ゴヒ地割りが今も残る赤野井

遺跡、北は服部遺跡をとおって木簡の出土した西川原森ノ内遺跡に通じている。また、こ

れらの追跡は等間隔にも存在している。

近年、巳尾幸久氏は軍主町西河原森ノ内追跡で出土した本簡の考察により和名類乗抄に

記載のある野州郡の郷の比定をされている。それによると迩保郷は旧北島村
・兵主村に、

服部郷は旧中州村・速野村に、朗見郷は旧玉津村・小津村に、敷智郷は旧河西村に、山本

郷は義王村・中里村に、篠原郷は旧篠原村に、三上郷は旧三上村・野州村に比定されるよ

うであるが、このうち南北があるとされている明見郷は従来までは母州郡志のように三宅

村もしくは赤野井村に比定されていたところを玉津村、小津村とされているが、上記の
こ

とを踏まえると南は栗太郡と境をなす境川から荒身を合む野州川までの範囲を考えるのが

よいようであり、南北にわかれていたとするならば笠原南追跡は明見北郷に位置すると
い

える。また、追跡の存在する小字は上一木、下一本であるが、周辺の字には少領、見栗等

も認められている。これらをもってすぐに追跡の性格を論ずることはできないが、以上の
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ように追跡の立地、規模、遺構の構成、墨書土器や転用硯等の出土遺物から考えるといわ

ゆる官衛、荘園管理を行なっている豪族の居舘として笠原南遺跡は性格づけを行なうこと

ができると考えられる。

(口 )

出土遺物から

(木戸 )

出土遺物の大半は遺構面直上の包合層とV期 に属する掘立柱建物の外を廻る濤 SD-1

～SD-3よ り出土している。遺物は全て土器で構成されており若干の時期幅がある。よ

って、その遺物の下限の時期をもって遺跡の廃絶を決めることができる。ここでは、墨書

された黒笹90型式の灰釉陶器を主とする一群に求めることができる。しかし、濤の上限の

遺物についてをV期の成立年代とみなすかⅡ期の成立年代とみなすかは、即断するだけの

根拠に乏しい。Ⅲ期とするならばこのあたりの条里制の施行は 8世糸己後半と考えられ、V

期とするならば 8世糸己後半を遡る結果となる。いずれにせよ、この点については今後の課

題となるところであろう。遺物の内わけとしては、供膳形態がその大半で煮沸形態と貯蔵

形態はごく一部であつた。供膳形態のうち、杯は高台付きの須恵器と無高台の須恵器、須

恵器を写したと考えられる土師器、黒色土器で構成されていた。碗は灰釉陶器、京都系緑

釉、尾張系緑釉で構成されていた。皿は灰釉陶器、土師器で構成されていた。煮沸形態と

しては、土師器の甕が出土していた。貯蔵形態としては、須恵器の重、甕が出土していた。

他に「越殿」「越家」「縣大家」「林家」等の墨書土器が出土している。早しい考察に

ついては稿を別に譲るが、ここではこれらのうち、「越」「縣」「林」を館に住む人の名

を表わすと考えて建物の所有を表わしたものとしておきたい。特に「越」は灰釉陶器だけ

にかぎられており、近江に仄釉陶器が入り始めたばかりのころのものであることを考えると

当時の貴重さがうかがえる。硯は全て転用硯であった。墨書名と書体からすくなくとも4

人の、筆をとり字をかかなければならなかった宮人がいたことがうかがえる。

以上が追物からの成果であるが、この時期の追物についての研究は、御多分にもれず近

江においては大きく立ち遅れているためここでも詳しく比較検討をすることはできない。

今後笠原南遺肋の土器がこれらの研究の手助になることを心から願う。 (木戸 )
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